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東京都高等学校「倫理・社会」研究会
はしがき

会 長 中村義之

今年の正月，戸山高校の卒業生から何通かの賀状をもらったoその中に

次のようなものがあった。少し長くなるが，その童童，まず引用させても

らうことにする。「小生,昭和27年戸山高校入学,先生に『ソクラテス

の弁明』を習いました。夏休みの後試験があり， 『悪法も玄た法である』

について賛否いかん。またその理由いかん，を問われました。その時私は
W

悪法は認められ左い， と答え，これには自信がありましたが,その理由眼
で缶

拠)については． 自分でもわけのわからないことを書き，それが心にかかっ

ておりました。その後東京医科歯科大医学部を卒業，大学院を経て2， 3

の大病院に勤めをしたが， ようやく数年前35歳過ぎになって，あの時の

試験の解答ができました。これは満点をとれる自信があり室す。悪法は法

と認めない。理由， ソクラテスは自分自身が悪法の犠牲になったのである

が，もし他人力尭の立場に霞かれていたら，果して悪法もまた法なりとい

うであろうか。自己一身の犠牲ですまない時，多くの人々が犠牲になる時

そういうだろうか。小生は大森の大田病院という小さな病院に勤務してい

ます。今は答えが（人生の答えも）出て，すっきりした気分ですb」

悪法もまた法であるかどうかは，実定法の立場をとるか， 自然法の立場

をとるかによって結論力漣ってくる。実定法の立場をとるにしても内容的

に悪い法は悪法なのであるから，それを無効にする制度が具体的に考えら

れなければなら蔵い。自然法の立場をとり，悪法は法にあらずと主張する

にしても，各人に，任意に法を悪法と認定して，それへの服従をこばむ櫓

利を与えれば，救いがたい混乱が生ずるであろう。そこで，実際問題とし

ては，だれが，いか承る条件のもとで，悪法として認定するかという現実

の制度の方が問題となる。ソクラテスの場合を「クリトン」の中で，ある
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ことにふれ，国家こそ悪いのだというて勝手に国法に従わな

い人がいること，国法を改めさせるには改めさせ方があることに言及して

いる。それらを十分に検討し，さらに，不正を行なっても自覚のない市民

に不正を自覚させ，ポリスを本来の正しい姿にもどそうとする，国民的使

命のために,死を恐れず,国法にあえて従うのである。この辺の事情を考

え合わせてゆか左いと，満点の解答はかけないo

しかし，上の卒業生は，専門は医学でありながら，人生の問題として，

こちらが，とうぐの昔に忘れ去っていた問題を真剣に受けとめ，その後'0

年以上も考え続けて，体験と思索を通して，それなりに実感としての結瞼

を出し,’八生の指針もえてくれたことを， うれしく思うのであるo

さて，以上のことから私のいいたいことは，次のことであるo

①教育,特に倫社教育では,人間にとって重要な問題をいくつか投げ

与える｡その結瞼や効果はすぐ出るとは限らないが,蒔いた種はいつ

。 か実を結ぶ。蒔く時期は，一般的にはやはり高校生以上であろう。

．②私は25年から「クリトン」と「弁明」を15年近く教えてみたが

段初5年ほどは，自分も一生けん命研究しながら教えた故か，影靭は

大きかつた。それ以後は調査してみた結果でもそれ程でもなかった。

教師がたえず研究し， 自分自身を深めていないと教育効果は上らない。

③角川文庫の｢クリトン」や｢弁明」は口語訳であるが，それですら

今の生徒は鎗理を追ってゆけた'八･とい,う。昔の生徒と雲泥の差である。

教育は，生徒に応じて教える◎つまり教え方を考え友〈てはならな('b

都倫研では，本年度の研究主題を｢教材内容の平明化」とし， 4分科会

をもうけるとともに，教育課程の改善に即して特別分科会をもうけ，研究

を進めてきたが，その研究成果を堂とめて，今回紀要14号を刊行できた。

これひとえに，各会員の糖進の結果と感謝するとともに,研究の推進役を

つとめられた先生方には叺特に御礼申し上げる次第である。

】
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i研究分科会参加者名簿（計音順）

〔第1分科会〕「現代と人間」

O市川仏乗（駒大付) o大木洋（王子工） 大沢利夫（瑞穂農芸）

o"NII一郎（青山)回小川輝之(清瀬)O菊地尭(国分寺）

o杉原安(保谷) o中村佑二(三田)o村松悌二郎（府中西）

○山下順吉（小山台) ‐. ．…

〔第2分科会〕「思想の源流」

◎浅香育弘c葛飾商)◎葦名次夫(市谷商) o飯岡詫葆椋櫛

o井原茂幸（鷺宮)o内田君夫（攻玉扮海野省治（上野）
こう

勝田泰次（本所)o木村正雄（志村)o河野速男｡上）

小平克（両勵回佐と木誠明総宮） 鷲見美雄(駒場）

′関根荒正(府中工)o徳久寛（白鴎)回永上騨朗(府中）

O細谷斉（駒捌回宮崎宏一紅北） 野吾信男（赤城台）
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〔第4分科会「日本の思想」
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I 研究主題と研究体制および紀要の編集方針
ｻ●合

研究部長吉津

研究副部長宮埼

正晶

宏一 佐藤 勲

〔本年度の研究主題〕

教材内容の平明化一今日の生徒に適合する「倫・社」へ

〔研究主題殴定の趣旨〕

「倫・社はむずかしい」という声， 「倫・社とは何を学習するのか」と

いう素朴な感想と疑問が時として生徒から出るのを，われわれはどう受け

とめ，どう対処するか。今日，東京では義務教育修了者の97粥が高校に

入学するo現在進行中の教育課程審譲会の動向にも，高校教育のミニマム

・エジセンシャルズを設定し，生徒の能力，適性，進路に応じた教育を徹

底する， ということ，主た現在の高校教育は内容の程度が高すぎるものや

細かすぎるものが多いと-して,･教育内容の精選を求める意見も多いことな

どがうかがえる。このことはやはり倫・社が直面している問題である。

以上のことから，教材内容の今日的左精選が急務であると痛感される。

それは教材内容をもっと平易にし，はっきりさせることであるoそのため

には，一方では内容の程度が高すぎると思われるものは割愛することも考

え'･蚕た他方,むずかしいことをやさしく説く用意が必要であるoそれに

は，教師のより深い内容研究が要謂される。そしてその成果をどのように

生徒に適合させるかという指導技術の研究と実践が必要となる。‘‘内容研究

と指導技術の研究および実践は車の両輪のように，どちらを欠いても教育

的成果はあがらない。どこ数年来はどちらかといえば,教え方に関する技

術的な問題が多く取り上げられてきた◎この辺で，文献・資料の研究を協

同して深め，教材内容の検討と吟味に向かうべき新たな段階に到ったと考
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えられる。以上のような趣旨で，本研究主題を設定した◎

.〔研究体制〕

第1分科会現代と人間 第2分科会思想の源流

第5分科会現代と思想 第4分科会日本の思想

特別分科会将来の「倫・社」一その位通づけ，基本的性格と内容構. .、

成を検討するo
。 》

〔紀要の執筆要項〕

＜各分科会の研究経過報告＞各分科会世話人において執筆されるところ

であるが，単なる形式的な実施記録にとどまらず，文献の誠み合せ，研究

交換,討瞼などの重要部分については，そのま蜜その発表内容が筆録報告

されるとよい◎

＜個人分担研究報告＞

テーマ（先哲の名，きたは主要事項）

1． とのテーマをとりあげる理由またはこのテーマの学習のねらい(0.5P､功

￥

｜
’

｜ ，

１
１
１

1
l 1

I f

l〃『 （ ’
I

| ，
1 ．．．

1

2．小項目をいくつか立てて，それについてできるだけ平易な文献資料の

抜革を示すb紙幅のつごうで全文を引用できないときは，㈹本○ペー

ジ○行目より○行目まで，と出典を示す。

つぎにそれについて平易な解釈偶校生対鋼をつけるo

または，

生徒に難解な事項をいくつかとりあげ,蟹嚥･例話などをくふうした

I

わかりやすい説明（教室で実際に生徒に説明することばで）を考案する。

(5P.P､）

5． 蜜とめ失敗とくふう，指導上の留意点などをもってまとめとする。

①.5P･P.）
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Ⅱ研究会の全般的活動の概要

〔第1回〕 6月5日休）総会・研究発表大会東京都教育会館

1）総会

挨拶 前会長 徳久鉄郎氏

新会長 中村蕊之氏

会務・決算の報告および承認 都立白鴎高 坂本清治氏

事業計画・予算・新役員の選出 同

研究事業計画・研究主題の提案承麗 都立葛飾野高吉海正晶氏

2）研究発表

「昭和49年度研究の総括」 都立国分寺高""菊地堯氏

「新教科審分析－その腺題と方向」 都立保谷高 杉原安氏

3）瀦演

「比較思想について」 筑波大教授 三枝充恵氏

〔第2回〕 6月28日（釣第1回例会都立墨田川高

1）公開授業

「宵年期の問題について」 都立墨田川高渋谷紀雄氏

2）研究発表

「源流思想の平明化一イエスの教えの

‘ ミニマムなもの」 ／ ・ 都立志村高 木村正雄氏

3）舗演 ．

「法と梅利」 一橋大助教授上原行雄氏

4）分科会

，分科会の結成・世話人退出・分科会年間研究計画の協謹決定

〔第5回〕10月4日（劫第2回例会都立市ケ谷商

1）購演

「日本の思想の固有な展開」 教育大教授 渡部正一氏
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2）研究発表

、｢日本の思想の取り扱いについて」 都立江戸川高佐藤哲男氏

3）公開授業徒時制

「イエス・キリストの教え」 都立市ケ谷商葦名次夫氏

4）特別分黍檬圃「倫・社」はどうあるべきか”の協譲，会の進め方等

〔領撚墨員鴎;鮒{讓:麓難。
「パスカル」 学芸大付属高秋元正明氏

2）研究発表・協議

「わたくしの倫・社授業のあゆみ」 都立駒場高 細谷斉氏

「わたくしの生徒観」 都立桜町高 佐藤勲氏

3）記念辮演

「近代と現代」 元法政大学総長谷川徹三氏

〔第5回〕 1月29日（木） 第4回例会拡大特別分科会白鴎高

研究協議会

（'） 「倫.社｣を中心とした広領域科目を考えた場合の内容栂成

（2）従来の「倫・社」を改善する方向での内容構成

〔第6回〕 2月5日（ね 第5回例会都立葛飾商業

1）公開授業

「･『倫・社』で学んだとと一一年間のまとめ」 （3年生で履習）

都立葛飾商業浅香育弘氏

2）研究発表

「一年をふりかえって，その成果と反省点」

攻玉社高 内田君夫氏

5）瀦演

「ヨーロッパ的人間の原型一ファストを中心に」

中央大教授 小塩節氏

：

I
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将来の「倫理。社会」を検討する特別分科会
研究経過報告一

ー

第1回（50． 10．4）…………於市ケ谷商業高等学校 21名

来るべき教育課程の改定に際し， 「倫・社｣を担当するものとして，こ

れ蚕での「倫・社」の実績と反省をふまえながら，問題点の把握と改善の

方策をさぐり， 「倫・社」の基本的性格と内容楠成を検討していくととも

に高等学佼教育における「社会科」並びに「倫・社」の位圃づけをも検討

していくために，この特別分科会が発足したoまたと鱒日，特別分科会の

世話人を決定。佐,々木誠明（鷺宮高） ，永上騨朗（府中高） ，中村新吉（

千歳高） ，吉沢正晶（葛飾野高),4JII輝之（清瀬高) ,宮崎宏一に北

高）以上六氏である。確認事項として飢ともかく「倫・社」は今のま蚕で

よいか？”という原点にかえって研究協議を始めたらよいのではないかと

の合意を得て次回へo

第2回（50． 111 1）………於駒場高等学校 15名

特別分科会資料として(')新学習指導要領・高等学校社会科｢倫理･社会」

②明治図審「社会科教育」 （9月号）指導要領改定への教育研究団体の意

見一社会科教育全国協議会東山毎美氏の抜粋。(3)教育課程審議会「中間

室とめ」の抜粋(4)その他沼田俊一氏（戸山高)のレジメを中心に研究協議。

特に中村義之会長の話された「中間まとめ」に関する文章表現，内容な

どの微妙な関係（他教科との）に出席者はまず注目o「総合社会」 とか

「基礎社会」などという言葉がとび出すo次にその問題点の「中‘間室とめ」

の一部を抜粋してみると

り

■ーーーーーーｰI■■一ーーーーー一一ーー一一ー一一一＝■ーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーー

| 「高等学校においては,社会と人間に関する基本的な問題についての｜
』

1理解を一層深めるため，現行の｢倫理･社会｣及び｢政治･経済の内I
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i容を中心として，中学校の社会科の内容や他の科目との関連を考慮しi

!ながら,新しい広領域的な科目を設け，全員に履修させる方向で検討｜

|する。更にこの科目を履修した後,生徒の興味や関心に応じて多採な｜

|選択履修ができる産うに,例えば｢日本史｣｢世界史｣｢地理｣等を｜
|選択科目として設けることとし,その内容栂成については,中学校の｜
|関係分野の内容や科目相互の関連等に配慮して具体的に検肘する。な’

|鰍会科に鐙ける科目の綴成や内容の検討に当たっては,道徳教育と ’
1の鯛諏十分留意する必要がある｡, (教育課程審譲会｢中間霞とめ｣) ｜
●ー一ー一一－－o－－－－－－－－－ロロゥーー一一一一－－－－－－－－－一一一一一一ー一一・・・ー－4

以上の文面からも様々な方向が秘められているようである。とにかくこ

れ富で積み上げてきた｢都倫研」「全倫研｣のﾚぺﾙで,われわれの現楊

の声を,実践･体験を通した生の声をこの分科会で出し合うことにより，

来るべき教育課程の改定の方策をさく｡っていこうという雰囲気が高玄って

きたo次回からはリポーターを瞳き，研究協溌のテーマを(1)「倫・社」で
●●

何を教えるか②高等学校社会科の中の「倫理・社会」の位腫づけ(3)そ

の他とした。

第3回（50.12.6）……………於鷺宮高等学校 ：19名

資料として「文部広報」50．10．23付『教育課程の塞準の改善に関す

る基本方向』教育腺程審識会による「小学校・中学校及び高等学校の教育

騨程の改善について」次に4名のレポーターの発表主旨を主とめてみると

く細谷斉氏（駒場高)＞二冊の本（｢子どものものの考え方」「子ども

の漣磯と感情｣共に岩波新書,波多野完治箸）をとりあげ，小･中学校の

教育方法につ恥て書かれたものが倫社のみならず，高校生を教育する上で

貴重な視点を提示していることを強鯛された。毒に人間のエネルギーの根

は『感情」にあるとし，倫・社の教材の中にも，もつとソフトな教材，柔

らかいもの,文学,芸術，自然科学,生活体験などを取り入れたものにで

きないだろうか….‘‘そ痴,窟倫9社を目指し｡具体的なプランを考えていき

‘ 鐸1,2二一
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たいとのことであるo

＜氷上露朗氏（府中高）＞具体的に昭和50年度の授業計画の現状報告を

されたあと「倫・社」という教科目の厩かれている位置を図式化し「倫・､､‘’

社撫図」を示されたo政経との関連，中学の道徳との関連．民主主義（人

間尊動の倫理，その他倫・社でふれうる主な箇所（内容）をあげ，特に・

青年期での課題テーマ「宗教と人生」について説明されたo

＜中村新吉氏（千歳高）＞一高校社会科のあり方をさぐる手がかりとして

教育課程審議会の中間まとめをどう受けとめるかという姿勢でいくつか

の問題点をあげられた。①各教科の中で，社会科のみ倫社・政経の2科目

必履修をどう堅持しうるか。②新しい広領域科目の設道は望蚕しいかどう

力も③倫社を現行の主うに必履修科目として，独立を維持するとすればど

のような学習内容に構成し，必履修に値する科目としうるか。④高校にお

ける道徳教育の核心は社会科または倫社がになわ左ければならないという

主臘また一方で全教育活動の領域で行なわれるべきであるという主張を

どう考えるべきかを指摘された。 ，

＜小川輝之氏･(清瀬高),＞

全倫研調査に対する反応を分析し，現場の先生方のご意見，ご感想を童‘

とめられたoさをざ戎な意見があり，いかに「倫・社」の教える側がむず

かしいかをあらため画惑じさせ獄吠二。特に現行の「倫理・社会」の「社会」の

内容は政経の分野へ移行してもよいのではないかoまたその意味からもく

現代と人間＞のところは必要ないのではないかというつ玄b心理学・社会

学・哲学などの寄せ集め的すぎるというのである。

以上4人の先生方のリポートが導火線となり，かなり研究討議も深まり

をみて,次のような三つの柱をうち建てることができた。
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|任の,)新しい広領域的な科目となる左らぱ(,年必修として)倫｜
理･社会の内容構成をどうすればよい力や ，” ，
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；!(その2）現行の「倫理･社会｣を改善する方向での内容櫛覚をどうする力℃ ！
！

（上記その1 ，その2にかかる問題として）現代の高等学校｜

社会科での「倫理・社会」の役割分担は何か｡改善のねらい’
1 ．

はどこにあるのかC
l 『

●ーーｰ一一一一一ー一一一一.■■■一一一一一一一●一一一一■■■－－－－－－今･－-一一一 ◆一寺一一一一一一一 一三 q

第4回'(50． 1 2．27）…………於東審上富士分室 22名

資料として，これ黄での特別分科会の経過報告のプリント （世話人まと

め）教育課程審議会委員である中村義之会長より，その後の審議会の動き

について克明な説明があり，続いて2人の先生方のリポート発表があ→たo

その主旨を次にまとめてみると，

＜市川仏乗氏（駒大高）＞

文部広報618号の「中間まとめ」を要約され,そのねらっているもの
･ f

は何かを第一面から丁寧に解説を加えられたo改善の基本方向①改善のね

らい②教育課程の領域について③各教科，科目等の編成について④授業時

数等⑤各教科，科目の内容などにふれたあと，前述の（その’）新しい広

領域的な科目としての内容構成私案が発表された。特に前提条件（材料）

を④「倫・社」「政・経」の内容を中心⑬中学の社会科の内容の部分（

公民的分野のかなりの部分）①他の科目との関連⑧道徳教育との関連を

考えての内容構成をいくつかあげられたが，問題点としてこの科目は1 0

年のまとめなのか，次の展開のための基礎的役割としてなのか実に畷昧で

あると指摘されたo最後に認識のあり方（考える）について，理解・批判
冒 ・

・反省という実存的問いかけをとりあげられた。

＜菊地尭氏（国分寺高）＞

（その2）現行の倫社を改善する方向での内容構成をどうするかについ

て, をず現行指導要領,殊に七つのものの｢考え方jを積極的に評価し内

容構成（鞘選）の柱とされたoそのためにも次の点をとくに主張されたo

(1)自己自身のあり方，生き方を考える主体的問題の学習の場として設定さ
･0 . 。 ｡
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れたことo(2)対象知としてではなく，主体的問題の学習ということの意味

は，すぐれた考え方や生き方について，他から学びとる必要があることを

否定するものでは左いととo(3邸倫研を中心として，以上の原則的目標を

めざした実践と研究が着実な成果を積み上げてきたこと◎これらの要点は

倫社教育のねらいとその歩みの中でふまえたい点であると強調され，要は

正しく考え，正しく生き，ゆたか左情操，謙虚な態度で生きる人間，現代

社会を正しくとらえ， 自己の責任を自覚し，ゆとりのある生き方を求める

人間をめざす科目としての特色を失友うことなく，伸ばして行きたいとい

うことをのべられた。

その後活発な討議が展開され，ある程度の特別分科会としての方向づげ
' 、≠Aj

がなされたようにも思われる。

第5回（51． 1．29）….9……･於白鴎高等学校 22名

今回は特にReporterを決めず，出席者全員が何らかの形で意見

感想を持ち寄るという方法をと→たが，幸いにも予期してい左かつた文部，

省の斉藤弘氏が，早点とご出席下さり，われわれの特別分科会の研究討.；

識の状況をご覧になりましたoはじめに郵送でレジメを送うてください童
● ●

した川上清美氏（福生高）の「新しい広領域的な科目について鰐に倫社

について）を世話人が代読し，簡単に内容構成に触れました。第1編「思，

想の歴史」 （思想史概説を中心）と第2編「現代の社会生活」値徳・政

治．経済．国際関閑に構成された具体的なものであった。

次に前回のリポーター市川仏乗氏．(献高）が，過日のレジメの一部に

補足説明を加え，（蛤の1）新しい広領域的な科目内容についての問題点を

いくつかの例をあげ，指摘されたoたとえば，材料③＋⑧（第4回市川仏

乗氏リポート参照）⑧の内容は倫社●政経でカバーできるので，④を中心

に構成可能，ただし要件をみたしえないので科目として成立不可能である

とし，実際の作業としてはかなりむずかしいということを強調された。

中村蕊之会長は，倫社だけの立場から考えずに0さ室ざまな角度から，
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他教科の立場からも，この問題を検討してほしいとのど要望があった。

今回の研究協議の中から要点を整理してみると，

1） 1年生で広領域的な科目を学ばせるには，理解力の乏しい現代高

校生にとっては相当内容的にやさしく，わかりやすくしなければならない。

2）思想史的な面の強調だけでは，かえって内容が高度になりはしなV功so

3）倫社には他教科(歴史や政経など）と違い単なる言葉のみの価値を教！ ・

えるものではなくi常に自分とかかわっている直接的なものを重視しているo

4）人間を考察する総合的なもの（たとえば箱神医学・文化人類学．民族．

学･日本文化論などのｴｯｾﾝｽ）こそ，広領域的内容として適切ではな{/功℃

5）もうと日本的な要素， 自分自身に気づくこと， 自分の価値観の充鍋

6）社会性をもたせるということで，公民としての適応性を学ばせるという

面が，広領域的科目としてその中で取り扱われてもよいのではないか。

7）倫社・政経の単なる寄せ集めでは,総合社会の発想から離れてしをう。

現行のままの倫社が望ましいと思うが，社会科学の方法瞼としてみれば，

「平和」「華本的人楢」「現代の歴史」「‘日本の歴史」「人間の歴史」な
どをもとにすることによって新しい内容となるのではないか。

8)現代の問題牡会現象とかかわる人間） ，思想の古典（愛・知・意志

q感情など） ，日本人のものの見方，考え方等の内容桝成はどうか。

，）小・中。高の学習の実頗を広い視野から客観的にみることが必要であ

り特に中学校の道徳と倫社の役割というものを考えねばなら家v℃等を

午後八時を過ぎても熱心な討瞼が銃いた。次回は世話人が中心になり，

倫社としての「要望書」の原案を作成することにな旬た。.都倫研・全倫研

のこれ童での実績を無にすることなく，新しい「倫理･社会」の黎明の鐘

を齢､にきくことができるよう諸先生方と共に歩んでいこうと世話人一同心

よ‘，念じておりま,す｡

（宮崎宏一記）
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Ⅲ价究報告 、

第1分科会現代人と人間

研究経過報告

はりきってスタートした50年度の分科会研究ではあ→たが，世話入校

が多摩地区の交通不便なところであ勺たり，メンバーの勤務校が散在して

いたりで，茨かなか集をることがむずかしい中で，次の活動を行った。

第1回分科会はb 9月1 6日都立国分寺高校で行司た。参加者5名，

今後の研究の進め方などについて協議したo「現代と人間」の位置づけは

現行指導要領において6 「人生観･世界観」の導入となっているが，今後

の社会科学習全体の中で「倫理．社会」特に「現代と人間』Jの分野の意味

をどのよ‘うにとらえたらよいか。「現代と人間」の分野で，どの上うな原

典等の資料をとりあげ，どのように教材化，平明化したらよいか。これら

の点について，各自の実践報告を交えて話し合→た◎また，今後「倫理．

社会｣をめぐる状勢の展開に関して留意しつつ研究を進めることにした。

第2回分科会は，年を越して1月’9日都立国分寺高校で行った。予

定では，もっと度埼行うはずであ→たが,世話人の怠慢その他で，集まる

機会を作れず,連絡はがきでの情報交換に代えざるを得なかった。この回

は，各自の原稿を持ちより，その内容の紹介と質疑，問題点についての討

議を行い,参力暗は7名dﾒｼパｰはそれぞれﾕﾆｰｸな発想で,教材を

とりあげ；生徒の関心･理解を深めるためのくふうをこらしていることが

わかり’互いに啓発されるところが多かった。

学習指導要領の全面改訂案が提示された。「倫理．社会」指導のこれ玄

での蓄積の中から，担当教師としてどのように発言していくべきか，根本

的には「倫理・社会」がめざしたものは何であり,今後にそれはどう生か

されるべきかについて,現場教師に問われている課題はまことに大きい。

第1分科会の研究にも，その問題は犬きく影を落していた1年であうた。

本年度の研究を端緒として，次年度以後の発展を期したいと思う。．‘(菊地師
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1．はじめに

福祉国家論が叫ばれてから久しいo現在の日本はすでに福祉国家なのだ

という発想もあれば，高度成長期には見落されていたが，いよいよこれか

ら福祉国家を目指さなければとの主張もあるoしかし，石油シ国ヅク以来

の長期不況に見舞われた日本は，今のささやかな福祉政策すら後退させよ

うとしているo老人医療有料化の動きがそれだし，その他受益者負担論の

もと，初診料，各種公共料金の値上げ等，国民収奪が急ピッチで進められ

ているo底の浅い日本の福祉国家の実態を露呈したともいえるo

国民の「いのちとくらし」を守るため一層社会保障を充実させ，憲法25

条を名実ともに己のものにしなければならない。この方向を福祉国家と呼ぶの

は正しいと思うが，現在，福祉国家はいろんな角度に解釈されているo日

本はすでに福祉国家なのだから現行憲法にみられる19世紀的各種権利擁護

の規定は軽くしても，福祉国家に協力あるいはこれを防衛する規定を加え

るべきだ，左どというのはその最たるものだと思うoともかく，憲法2窪

を絵にかいたモチに終らせず，国民のいのちとくらしを守るためにも，い

わゆる福祉国家論を批判し，その限界を克服しより発展させていく必要が

あると思うo

2． フエビアン協会・

一般に福祉国家というとイギリスのフエピアン協会の流れを受けつぐ，

英国労働党の政策と結びつけられるo事実，第二次大戦後のアトリー労働

党政徽はベヴァリッジ報告に基づいて次々と福祉政策を実行していったo

その政策の特徴は，いわゆる体制を変える事なく，重要産業国有化とか，

国民扶助法，児童法等の福祉政策を実施し,漸逢改良的に資本主義社会の
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ひずみを修正していくにある。かかる諸立法，諸政策は， 「ゆりかごから

墓場室で」といわれる如く，労働者の生活安定には大きく寄与したが， イ

ギリスに於て労働社会問題が全て解決された訳でない。雇用不安，インフ

レ等70年代に入って資本主義的矛盾は激化し，労働者階級は一層危機にさ

らされているo叉，座り高度左福祉国家といわれる北欧の国々に於ては，

自殺，生きがいの問題等人間の精神面での問題が指摘されているo我々が

福祉国家を目指す左らば，今一度福祉国家思想の理論的基礎を検討し0批

判していく事は必要と思うo

英国の労働党の政策に影響を与えたフエピアン協会は， 1885年に創設

されたが， 19世紀後半のこの頃のイギリスは丁度独占資本主義段階に突入

し，国内外ともに帝国主義的危機に直面した時代であったo従来のレッセ

フエール政策は通用しなくなり，何らかの修正を必要としていた。かかる

時創設されたフェピアン協会は，以後オピニオン・リーダ・一として大きな

影響を与えたoこの思想的核心は「社会民主主義実現への実践的行動はそ

れ自体によって実行されねばならないことを目指さないし，玄た他のどの

ような特定の団体や政党によって実現されねばならないことをも目指さな

い」 (FabianTractvo1．70)つ左り，このような実践的行動は，全

体としての国民がその所有している各種の公共の機関を用いて，実現すべ

きだという◎つ室りマルクス主義等の社会主義を排撃し，独自の路線を歩

むというものであ･ったo

とのフェピアン協会の中心的指導者はシドニー｡ウエプであった。ウェプ

的社会主義こそ，その与えた影響の大きさから， イギリス的社会主義でも

あるといえる◎

3．ベンサムとウエブ

ウエマの思想の核心は， 「社会に重点をおいた思考」(thinkng in

cmnmunities)であるといえる◎自由放任時代の「個人に重点をおいた

思考」(thinking in individuals)では帝国主羨的危機段階の内外

V
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諸問題を解決する事ができなくなった事を表わしたともいえるoベンサム

の「最大多数の最大幸福」は，各人が最大幸福を追求する事こそ，社会の
｡ f

理想郷実現につながるというものであった。つをり，社会は個人という原
？ ・

始的単位の集合体ととらえるoしかし， ウェプは社会を--つの有機体と考

える。「社会は多数の個人の単位の集計以上のなんらかのものであるとい

うこと…社会の生命はそれを構成する個有人の生命に優越するものである。

個々人のインタレストは全体のインタレストと調和し,左いことが，しばし

ば生じる」(咽厄bb,TheBasisandPolicyofSocialismP.77)

二やには,帝国主義段階のイギリスの危機が反映されているともいえそbしか

し,ウエプが社会の個人への優先という時,このことによって成員の能力

の発揮と自由の実現が可能であると考えたからに他ならなかったoとの点で

は, J.S.ミルが社会主義を瞼じた時,,社会主義が成功するか否かは，その

もとにおいて,､人間行動の最大限の自由と生産手段の共有・分配の調和に

あるとしたのと相通じていると:もいえるo,ウェ.プは社会を個人に優先させ

る事に主b， 自由と平等の持続的調和を考えていたのであり， ミルと同じ

く， 「階級社会」の「市民社会｣桑の解消を志向したともいえる。

こうみると， ウェプの社会主蕊瞼は，イギリスの帝国主義段階における

ペンサム的功利主義の発展であったともいえよ;う。ペンサムが最大多数の

最大幸福の原理を社会改革への導きの糸とした時，段大幸福を個々人に委

ね，との事によって個人の自由の確保に重点をおいた。これをおし進めれ

ば<meepGOVQrnment..の発想となる◎このような考えが19世紀半ばす

ぎ蚕でのイギリスでは支配的であったし，これこそウエブが否定した「個

人に重点をおく思考」であ句た。この頃労働者階級の斗いが激化したが，

ウェプは，斗いによる危機打破の方向には否定的であ‘つた。逆に「社会に

重点をおく思考」によぅて市民的自由を確保しようとしたといえるo政党

を排し,「漸進主義」 (gr.adualism)によるウェプ的社会主蕊がそれ燭

ペンサムが功利主義の利己面＝自由を強潤したのに対して，ウェプはそ
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の利他面＝平等を主張することによへて，社会の個人への優先を説いたo

、 ともかくウェプは市民的自由の実現を目指したのであり,そのための現

実的制度がイギリスの民主制度であると確信していた。帝国主義的矛盾が

ふき出し，階級斗争も強まり労働運動も高揚したとの時代に，危機にひん

したイギリス民主制度に楽観的な見通しをもちウェプ的社会主義を構想し
ｭ ･ ▲ ． 、 .

た理由はどこにあるかoこ④点では，ウェプがマルクスの存在が意識を規

制するという考えを拒否し，意識が制度に優越するという考えに立脚して

いた点にあるといえるoつ室b，歴史の進歩の過程は目的的に歴史を創る

思考が先行して，社会主羨社会（ウエブ的の）実現への方向が示されるの

だというqつまり，社会生活の状態は人間の意志によって変更することが

できるし,,又．この事が望戎しいのだという。これはイギリス経験主義的思

考方法ともいえるo意識の変革を伴なわない制度の変革は無意味だといい

民主制度，つまり「知性への信頼」をより所とせよという◎

4まとめ

ウェプ的社会主義は労働者階級の階級意職を市民的自由の意識へ軽化し

てしまおうとするものであった◎その他ウエプの経済理論，ナショナル・

ミニマム論はベヴァリッジに引き継がれ,ベヴァリツジ報告書となって，

英国労働党の政策に大きな影尋を与えたoナシ画ナル・ミニマム論は結果

としては独占資本を利し，他方での貧困の蓄積を促進したo「貧因に挑戦

した」はずのベヴァルジ計画は,かえってイギリスの被救民階層を増加

した点を考えると，何か欠落している事を感じさせる。資本の論理に対し

ては，全労働者階級の統一的斗い以外にはないのに， ウェブの視点にはこ

れが欠けていたといえる。福祉国家瞼もこの角度から検討してみる必要が

ある。最後に,｡ベンサム以来の｢最大多数の最大幸福」の原理が今世紀童

で,ウェブ的社会主義という形をとってだが,その批判的建設的意義を有

したのは興味深い。功利主譲学習も，このような角度から学ぶのも一つの

方法だと思い室すo

W
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図説戦後世論史(NHK放送世論調査所編）

都立国分寺高等学校菊地 堯

1． とりあげる理由

「現代と人間」の学習は，全体として「人生観・世界観」の導入として

位置づけられている。そのねらいを具体化するくふうのひとつとして，統

計資料や意識調査結果の活用を考えてみた。標題の番（日本放送出版協会

刊行・NHKプツクス）は，戦後30年間の世瞼の動きを多方面にわた.-’

て各種統計の中から収集し，分析したものである。この中には，教材化に

適するものが少ないので，そのいくつかを紙面の許す範囲で紹介してみた

V℃教材化にあたっては，単に現代社会の客錦勺理解をねらうにとどまら

ず，倫理・社会全体,とりわけ「人生観・世界観」の学習を通して考えさ

せたい問題の伏線ないしは導火線と承り得る問題提起的扱い方をくふうし

てみたい。ここでは，統計のみを紹介し分析は省略した。

Zとりあげる資料とそのねらい

（1 ）現代日本と宗教(P102～1 05)

〔資料1 〕宗教は生活に必要なものか（27年醜売， 50年NHKJ
■
Ⅱ
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．
・
砧
１
Ｌ

『

〔資料2〕神や仏を信じる人（27年競売， 48年NHK)
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(鋤27年に20オ台だぅた人は， 48年に40オ台というようにそれ

ぞれの世代が20年後にどう変化したかも見ることができるo

－22－

蕊 ；

年次 必要なもの わから左い ’ どちらでもよい なくてもかまわない

27 74儲 5儲 15筋 6冊

50 ‐ 46笏 5冊 26笏 25儲

年次 20オ台 30オ台 40才台 50オ台 全体

27 38筋 50筋 60筋 73筋 55冊

48 28筋 42冊 58価 70筋 50筋
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〔資料ろ〕信仰・信心の有無倣数研「国民性」調査－文部省）

もっている：もっていない
0 0 1

〔資料4〕先祖を尊ぶか（同上）年
年
年
年

３
８
３
８

３
３
４
４

〔資料5〕宗教・信仰に関係する行動（48年NHK)

年に1 ， 2回程度は墓参りをしている 、 62．筋

お守りやお札などを身のまわりにおいている ．".， 51妬

との1 ， 2年の間に入試合格などを祈願しに行今たことがある23筋

おりにふれ，お祈りやお勤めをしている 22弱

この1 ， 2年の間におみくじをひいたり占いをしてもらった 19筋

ふだんから，お祈りやお勤めなどをしている 15筋

設問1 あなたは神や仏を信仰することについてどう考えているかo

設問2以上の資料を総合して，現在の日本人の宗教意識について，

どう考えるかo (たとえば, [資料1 ]で27年に必要なもの

と答えた人の錫， 〔資料2〕で27年に神や仏を信じる人全体

の弱の差が48年， 50年の場合どうなゐているか，そのこと

をどう考えるべきか左ど，比較項目を設定して考えよ｡また，

設問1も，資料を検討しながら考えをまとめることo）

（2）現代日本人の道徳意識(P112～1 1 5)

〔資料6〕たいせつな道徳はどれか（いくつでも） （統数研，ー同前）
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28年 77儲 1 5冊 5筋 5錫

48年 67妬 21冊 10筋 ･2錫

50妬

25兜
,手

一一

75弱
口

電
夕

年次 恩返し 親孝行 個人の権利の尊重 自由の尊重

58 43粥 61冊 48筋 40儲

45 45筋 61筋 44笏 46筋

48 43筋 65筋 45儲 43筋
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〔資料7〕義理人楕の評価（30．40総理府, 50NHK)

｢今の世の中は装理人補を重んじないのでよくないか」 ？

〔資料8〕恩人への義理

と，仕事のどちらをえ

らぶか（統数冊↓
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A・恩人が危繍の時，何をおいてもすぐ恩人のもとへ行くo
サ

B･恩人のことが気になぅても大事な会議に出席する。

〔資料9〕日本人の道徳に欠けていることは。

設問ろ 資料6～蜜料，を聡合じて，あ茨たは現代日本人の道徳意織
0 a- ダ‘ ‘

についてどう考えるかO . *

‘ 設問4 とれらの資料で間うている問題にづいてあなた自身はどう答

えるか。をたその理由はｲ噸､o

（これらの設問に対しては，設問1 ， 2と同様に, ･比較項目を設定し，

変化した点，変化しない点やその理由薮どを考えながら解答せよ）

.(3）現代日本人の民族意識(P208～212)

〔資料1 0.〕日本人と西洋人の優劣（26競売, ・28～48統数研）

ー

〔資料1. 1 .〕好きなのは

日本の庭か西洋の庭か

-－24－
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年次 よくたい そうは思わない わからない

30 41筋 45筋 14儲

40 32筋 56冊 12鉛

50 59儲 47冊 1 4儲

年次 A B

28 54筋 41筋

58 46筋 46冊

48 40笏 51筋

公徳心
● ● ｡

p2 cP

0 9 F 利己…勺

57年朝日 57籍 ･3．0年総理府 ､61妬

44総理府
＆

ワ5筋、;‘
夕

4‘5: NHK 79秘

49同上 70筋．’
■ ●

49 同上 71筋

日本人が すぐれている 劣っている 同じだ

26年 28冊 47錫

28年 20筋 28錫 14筋

58年 55筋 14筋 1 6冊

45年 47例 1 1筋 12冊

48年‘ ・ 59傷一 ・ ，弼町 18筋

日本 西洋

28 79冊 16側

53 85儲 1 1儲

58 90% 7筋
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（統数研)

設問5 資料1 0～資

料1 2を見て，現在

の日本人の特色につ

いてどう考えるか6

〔資料12〕日本人の性格（長所をいくつでも）

‘ 設問6とれらの資料を見て，今後の日本人が考え，努力しなければ

ならない点は何であると考える力℃またその理由は何かo

（解答にあたっては設問1～4の注意書きに準じなさい。）
､弧0'

（4）その他

紙数の関係で省略するが，以上の他，地域社会の空洞化，高度成長への

反省など，多くの資料が掲載されていて，客観的分析・解説も加えられて

いるo現物淀一応目を通され，それぞれに教材化をお考え頂きたい。

Iろ． まとめ

とこに紹介した資料の扱いについては，現代社会の特質，青年期と人格

形成のいずれにお､いても用いることができる。また，人生観･世界観に入っ

てから用いることもできよう。いずれにしても，現代の人間（日本人）が

おかれている客観的生活条件と，それにかかわる意識の状況を資料的にと

らえて，それらをふまえた上で，生徒の主体的問題として考えさせていく、

展開が必要であろうO: 、

紙数の関係で，原典では図表化されていたものを数字の表にしたので，

醜み取りにくくなった点をおわびし，利用される場合には，生徒の作業と

して図表化させてみるのも一法であろうこらを，つけ加えさせて頂く。

: 本年の研究主題からみて，本番の.よう‘な時事的な性格のものをとりあげ

たごとは，あるいは的はずれであったかも知れない◎古典と現代との接点

を探ることも，授業者としての一つの課題と考え，あえてとりあげてみた

､.次第であるo

－25－
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年次 勤勉 粘り強い ﾈ職正し 親切

55 55弱 48弱 47筋 50筋

38 60笏 55易 45易 42筋

45 61筋 58笏 47弼 45弱

4．8 6．6筋 ､52筋 37妬 31筋
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1． とりあげた理由

青年期や現代社会についての諸問題を考えるヒント，モチヴエーシ国ン

として『フォークソング』を取り上げている（紀要1瑛拙稿参)oそれは

単に音楽ジャンルの一つとしてでなく， 「若者文化」「若者のライフスタ

イル」と呼んでいい全体の一部を構成しているo今回は更に若者の『服装

』に言及して，現代青年の意餓碑造を追ってみたい。ロングヘヤーにジー

パン姿を「かぶきたる体」「かぶき者」と否定的にみないで， 「きわめて

デモクラシー的な価値を表現している」と言→たら，何のことか，当の若

者自身も考え込んでしまうのではないかo現代アメリカの「統合国家」，

政治・経済・文化のシステムが国家と大企業を軸にして統合された機構体

の反省から生まれた『緑色革命』なる書物は，我,々・青年にいくつかの問

題提起をしているので受けてみることにしたい。
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2． チャールズ・ライク署『緑色革命』について

原題を『Greeningofmlerica』というoクリーニングとは「緑化l

ということになるoこれは，失われつつある自然を回復し,緑でおおわれ

た大地をつくりだそう，などというかけ声のもとに，たとえば4， 5百本

の若木を植樹するということであろうはずがなく，この日本をふくむ地球

全体が，金属やプラスチックや不毛の石で，もはや回復不能な.をでにおお

いつくされてしまったという事実を，おごそかに認めたうえで生まれてく

る新しい意蹴のことをひとまず「クリーニング」という言葉で表現してい

る。これは現代アメリカ社会をトータルに批判し， 「新しい意識革命」を

輪じたかなり大部な書物であるoこの新しい意職をライクは意識Hと呼び’
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故に，彼は意識I 。Ⅱをこう説明している◎

意織I :世界を各人が独立で生きていくジャングルとみなし(258．注

，） ，美徳と力をそなえた個人が勝利する意識である（74）つまり,､し

きりに出世を求める伝統的（開拓者的）人生観である。

意識Ⅱ： 20世紀前半に形成されたもので，組織・制度・社会などの優

位を認める態度，ならびに人間は自分の運命を自分自身にではなく’これ

らのものに結びつけ，それに自分の意志を従属させなければならないとい

う信条であるo<どんな行動が国（そして企業体）のためになるかまずた

ずねてみよ＞と意識Iの声は言う。意識Ⅱはく制度人間＞なのだ(74)q f!
‘ ：

組織の必要に役だつことなら，なにを要求してもか'まわないのだ。高校

生は髪を短く刈らなければならない，さもないと停学をくらうo公務員は

政治活動をひかえなければならなVb大学の教師は学術雑誌に発表しなけ

ればならない， というわけだ(117)o厳重にはりめぐらされた人間関係の

綱と地位を求める策略とをそなえた巨大な統合的階層制社会、移行してゆ

く能力主義社会（メリトクラシー）の重視である(258)o

意識Ⅲ：一言で自己回復ということだが，意磯Ⅱについてはすでに拙稿

を， 3集にくユースクエイク＞として紹介したo特に我'々には，ヘアース

タイル，服装，音楽，政治姿勢，他人とのかかわり方などの意識圃の「転

換現象」が目にと童る。フォークソングを通して意識、の意識構造を童と

めたので，今回はそのライフスタイル，服装を取り上げた。

ろ． ジーパンについて

ジーパン（ジーンズ）にどんな意味がこめられているのか，これまで考

えてみなかっただけに「新しい世代の服装は意識目の重要理鏡を表明して

いる」という著者の展開に何のことかと最初思ったoさてそのジーパン．

ルックについてまず要約してみると， 「<すんだ感じ一褐色（ブラウン）

や緑（グリーン） ，ブルーの衣服oその生地はラフで手ごたえがある」

－27－
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（246）これは正確な観察であり，それなりにわけがある。つまりジーパ

ン（ジーンズ）の主張（意義）は，①豊な社会の多色なプラスチック的・

人工的外観にわざと反発すること，②安価である，③磯能的・土着的， 自

然との親和感があること，④自由，総体としての自己であること，である

（246）すなわち「よごれはめだたず，地面に寝ころがるには最適であるo

高価左スーツについた油のしみは世間体がはばかれるo仕立に凝司た服装

の女は,とても思うま主に歩いたり動いたりできない。意識、の新しい服

装は,着ている人間に,なんでも好き産ととをする自由をあたえるoその

ま寮仕事も醜番も出来るし，丘に寝ころがれるし，バイクに乗れるし，、タ

ツチフヅトポールもダンスもやれるし，床にすわったり，キャンプ旅行を

つづけたり,その童ま寝ることもできる｡だからなによりも快適だという
わけだo新しい服装のもつ自由は，総体性としての自己を表明しているo

同一の衣服が考えうるすべての活動に蒲用できるのであり，だからこの衣

服にいわせればこうなるだろう。いろんな活動をしているのは，同じひと

りの人間で，たくさんの側面をもった総体的な個人なんだ。こうした服装

は，実はおおかたの人間が考えるように「一様」 （ユニホーム）なのでは

ない。そのひとつの理由は，これらの服装が人間の肉体をきわめて如実に

表現するからであり，しかも，人間の肉体はそれぞれ違勺ており，ユニー

クなものである。男の背広服は文字どおりユニホームなものである。新し

い衣服は，人間と技術の意味深く新しい関係を明確に示している。根本的

には，それは機械のつくったものだが，その事実を隠すつもりは蔵〈，マ

スプロ製品だからといってはじるわけでもなく，社会的な重みが失われた

とは考えない◎それこそ大量生産の自由と経済であり，大いに評価すべき，

ことである。それで新しい衣服は， きわめてデモクラシー的価値を表現す

る。地位や金銭力哩要な場所では，服装が幅をきかす◎ウォール街では,．

高価な凝司たスーツを蒲ているかどうかで銀行家や法律家とたんなる従業

員との見わけがづく。新しい服装は階層制,地位,獺威,有利な位鯉とい

－28戸一
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〃

ったものの重要性を否定し，競争を拒絶する◎人間たちをおたがいにでき

るだけ率直に，誠実に自然にふるまわせてくれる（246）～(251)o

4まとめ

教材内容の平明化という点では，現代社会の特質を若者サイドから分析

批判，摂取している点で一つの格好左資料ではないかと思うo賛成・反発

つ戎り対話が沸騰するようなもの，刺激の機能を有するものは，生徒にと

って平明なもの，身近なものとなっており，そこか､ら我々のねらいである

「倫社」への取り組みが始まるであろうo本稿では，昨年度の第1分科会

モチヴェーシ画ンのくふうにおいての取り組みをう汁つぎ，やはり現代社

会と青年期に力点を種いて試みてみたものである◎

Ｊ側
四

（注1） 『緑色革命』 （早川書房刊）の238ページを示す。以下の数字も

同様であるo
｡ b

《参考資料》

『緑色革命』チャールズ・ライク著邦高志二訳／早川書房刊

『緑色世代』序文チャールズ･ライク綴集マイクル・ジエキャン，村松

仙太郎訳／早川審房刊
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「青春」の生き方一先人から学ぶ
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都立清瀬高等学校小川輝之

1． 学習のねらい

「現代と人間」における， 「,青年期」の学習については，次の三つの観

点から授業を展開している。第一に,青年期が人生の中で，どのよう左位

置を占めているかo第二に，青年期にはどんな発達課題がある力℃第三に

第二の観点にかかわって，青年期をどのように過すべきであるか， という

ことである。標題にある，「青春」の生き方は，まさにこの観点から学習

を進めようとするものであるo

そのためには，授業を進めるにあたって，まず咄私の青春〃を話すこと

にしている。次に，下記に示す5人の歴史上の人物が，青春をいかに闘い

生きたかを知らせることによって，生徒諸君の宵春の生き方を考えさせる

きっかけにしているo

、私の青春〃の話は，私がどうして教師になったかという話を含めること

にしているoそれは，二年生の時期は進路を決定する課題を担っていると

思われるからであるo歴史上の人物については，生徒が歴史学習などで，

身近かに知っていると思われる5人を選択したoそして彼らの青春の生き

方をプリントして銃書させ，それぞれについて#“文をださせることにし

たoとりあげた人物は，岡倉天心，吉田松陰，二宮尊徳，坂本龍馬，細川

ガラシャの5人である。

』

2．文献資料

（1）二宮尊徳（1787～1856） 一足もとをしっかりと勉強

有名なロマンテークの詩人ハインリクヒ・ハイネは， イマヌエル・カン 驚
迂
驚
騨
哩
蕊
踊
蕊
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卜について述べるに当・って，この大哲学者の伝記を書くことは最もむずか

しい作業の一つであるといった。その理由は，カントには生活もなければ

これといった話もないからである。

ただ機械的に順序立てられた抽象的な独身生活が，それもケーニヒスベ

ルグの辺鄙で静かな一隅に過されただけというのでは0審きようもないで

はないかということであるo

イマヌェル・カントの伝記が困難であるならば，二宮尊徳の青年時代を

述べることも決して楽ではないo少年時代にすでに裸一貫となっていた尊

徳には，青年の時代を犠牲にしての勤倹力行ということがあるだけであっ
、《4M

た◎

朝は早く起きてナワをない，マキをとりにゆく，そして田畑に出て，開

墾や農業を日の暮れる戎でする◎

夜もまたナワをない，わらじをつくるとい今た生活の連続であ一､たo

恋愛もなければ何とやら条約反対の情熱をたぎらす場所も丘いo身を粉

にして働く勤労の生活があるのみであった。それは恐らく何の変哲もない

二十四時間のくりかえしであったろうoわたしも，二宮尊徳の青年をえが

き出そうとして思わず筆を投ずるところであった。

ところが，よく考えてみると，やっぱり鑑をおくのは早いような気もす

る。それは，二宮尊徳の青年時代が，その単調なくりかえしのなかにも，

なかなか人と変っているものを持っていたからだ。

彼が伯父万兵衛の家に厄介になったのは，数えて十六歳のときであった

が，このとき彼は，本を醜む彼に灯油がもったいないと怒った伯父に本気

で腹を立てている◎よし，油がもったいないのなら，自分で作ってやると

いうのだ◎そして本当に菜種を戎いて作ってしをった。 ．

ところが，伯父は今度は百姓が本を説んで何になるといったo

とうとうその家をとびだして，名主の岡部伊助方に奉公した。岡部が学

問を好んでしばしば学者を招いていたからだO.門前の小僧のように。その

ツ
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叩
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弧
●
咄
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》

席につらなっていなくても，学問の声が聞ける楽しみがあったo

十八歳のときである。彼はその後は，をた学問を求めて小田原の武家奉

公に出るが，ともかくその学問好きと叛骨のようなものは，彼をそうした

平凡な日常の中にも，尋常でないものにきたえ上げていったようである◎

たしかに伯父万兵衛がいうように,当時は百姓が本を読んだとて怠けぐ

せがつくくらいで， よ'いことは一つもなかったo

本を説んでえらく茂った百姓が徳川三百年の間に何人いるだろうか。I ・

そのことを思えば，伯父の心は親切でいっぱいだったとみてもよい。

しかし,金次郎の上み方は,その』:うな一般的な本の鋪方ではふっ

たのである。彼は学者になるために本を醜んだのでもなければ，物知りに
. し ％･

r ‘

なるために本を説んだのでもなし℃実に働く避民それ自体として本を読ん

でいたのだ。 ，． ．，
. . ＄ ・

青年の客気で，末は博士か大臣かと大望をいだくことは悪いことではな

｛/もしかし，青年のひたむきな魂を，自分の足もとに打ち込みながら， 自

分自身をきたえるという醜喜にせい出すことの意義も忘れてはなるまい。

何の変哲も左い尊徳の青年の伝記のなかにある一つの歴史である。
1

（.奈良本辰也， 『歴史のなかの青春群像』）
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〃

〔生徒B]一細川ガラシャ

細川ガラシャの絵は，前に一度塗る雑誌で見たことがあ旬た。最初見た

時から， 「あ》美しい人だなあ」と思旬たo絵の下に書いてあった数行の

言葉から,単なる美女ではすまされない女性であることに気付いた｡偶然

ともいえるが，まだガラシャの顔立ち室では這りと覚えている頃,先生

にこのプリントを渡されきした。

私は美人が嫌いだo鼻が高くて，何もかも自分のもののような顔をして

る◎自分の美しさに自分にほれとんでし童って，月夜のうつくしさとか蕨

星の輝く空の美しささえ’知らないように思われるO
LM.Q’

しかし，私の大嫌いな美女であるというのに，細川ガラシャには何の嫌

悪感もないoそれは，私には持つことのできない忍耐と勇気と愛とを持へ
《

ていたからであろうか｡それなのに私は……。もっと強く生きてゆかなけ
･ 』 ‘

れば。たとえ、灰色の人生といえども，生きぬく勇気を持た左ければ〃

W

4．指導上の留意点（授業を反省しながら）

以上のような6授業を稀たのであるが,ほぼ初期のねらいを達したよ
. 燐 ' ‘ . .

うに思われる。少なくとも，彼らなりに青春の生き方を考える時間にはな

ったよ,うだ。以下に，この種の授業を展開するにあたっての留意点を，授

業の反省を含めて書きそえておきたい。

①授業で取り上げる人物を，どのようにして選ぶかということ。できれば

人生観・世界観の学習で取り上げられる人物にしたいが，手頃な宵春記

がないo望ましいことは，カントの青春期を導入としてカントの思想を
語ることではないのか。

． ；

②ブﾘﾝﾄを読ませて,感想文を番かせる。2時間で,青年期のあり方を
も ｡ ■ 腸 b

考える授業を終えてしまったが，適当な感想文を取り上げて，さらにク
己 ﾛ 巳 ■ 4争 ■ 4 , ･ DQ O ．

｡ O G ,. ｡ ｡ ｡ ,

ラス討輪にまで発展させていけば， より意義のある．ものになったのでは

なかろう力や
<ﾔ:.:::ふ
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自我の

－へ．ツセ「

めざめ

デミアン」から一

川 一郎都立青山高等学校小
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1． 学習のねらい

自我にめざめた青年は， 日記の中で自己を客観視するととも；て自己弁護

をするbもう一人の自分との対話であるといえようoしたがって日記の内

容は外面的な事実の羅列ではなく，心の中にうつしだされたことについて

自己の反応が問題とされる。それは外部のことと，めざめた自己の主張の

接触から生ずるものにほかならないo自己の生き方が意識されるようにな

ったのであるo今までは外から与えられた価直を素直に受けと勺てきたの

であるが，今や自己の見出した新しい価値のために，外部の伝統や権威や

慣習に疑問の目を向け， 自らの新しい価値を求めるのである。すなわち，

自己の生き方を問題にしているのであるが，未熟で力の弱い青年だけに孤

独感を味わったり，不安にとらわれたりすることが多いoこのような状態

の中で， 自己を見つめながら其の自己を求め続けることの中に， 自己の発

見･確立への道があることを理解させたいo

2．資料と扱い方

回自己に目を向ける

「私はあえて自分を，知っ.ている者とは呼ばないo私はさがし求める者

であったoい室でもそうである◎しかし私はもはや星の上や書物の中をさ

がし求めはしない◎私の血が体内を流れつつ語句ているところの教えを，

私は聞きはじめるo,……すべての人間の生活は， 自己自身への道であり，

一つの道の試みであり，一つのささやかな道の暗示であるoどんな人もか

って完全に彼自身ではなか句たoしかし，めいめい自分自身になろうとつ

とめている。ある人はもうろうと，ある人はより明る<oめいめい力に応

1

I

I
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じて◎誰でも皆， 自分の誕生の残りかすを，原始状態の粘液と卵の殻を最

後まで背負っている。ついに人間にならず， カエルやトカケやアリにとど

まるものも少なくない◎上のほうは人間で，下のほうは魚であるようなも

のも少なくないOしかし，各人みな，人間に向かっての自然の一投であ壷

われわれはすべてのものの出所，すなわち母は共通であるoわれわれはみ

んなおなじ深淵から出ているのだ○しかし，みんな，その深みからの一つ

の試みとして一投と.して， 自己の目標に向か勺て努力しているoわれわれ

はたがいに努力することはできるoしかし，めいめいは自分自身しか解き

明かすことができない」 （ヘッセ「デミァン」新潮文庫はしがき）
･い0J

取り扱い方……小説だから本当は一冊を全部読んで感想を話し合うのが

よいoここでは制約があるので，このような形をとらざるをえないが，資

料を読蚕せて，先ず作者は，この部分で何を言いたいのか考えさせるよう

にしたいo人間には外からの刺激に簡単に反応してしまう感覚的な反応行

動や外部の評価の基準に合わせて行動する面があるoこのような自己の姿

を真の自己と呼ぶことができるだろうか。これらを否定してそれぞれの人

間がもつ個性的なかけがえのない生き方をどの主うに求めたらよいだろう

かo自己主張をしはじめている青年は自己の目を自己自身に向けざるをえ

ない。ここでは自由にめいめいの意見を述べさせることにとどめたい。

回自我のめざめ

「そのときからすべてが変わってきたb幼年時代は私の身辺から崩壊し

去ったo両親は一種の当惑をもって私をながめたo姉たちはすっかり私に

うとくな勺た。一種の覚腫が私のなじんでいた感情や喜びをゆがめ，色あ

せさせてしまった。庭はかおりを失い，森は誘わず，身辺の世界は古物の

見切り売りのように味けと魅力をなくしたo書物は紙になり，音楽は騒音

となったoさながら秋の木の注わりに葉が落ちるエうだo木はそれを感じ

ない◎雨が木にそってしたたり落ちる。あるいは日光が，あるいは霜が◎

木の中では生命が除均にいちばん奥の窮屈なところに引っこんで･しまう。
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木は死にはし薮い◎木は待っているのだ。……

私は自分で自分に鷲いたoいつも私は深く感じやすい子どもで，根はか

"，いい子どもだったが，い雷はすっかり変かてし食｡た｡外翻の世界；
に対して完全に無関心にふる蚕い，幾日もただ， 自分の心の中に耳傾け, :ii;

心の中に潜在的に流れている禁制の暗い流れを聞くことに没頭した｡私は；
：::＃

kうやく最後の半年間に非常に早く成長し,ひｪろ長〈やせて, ぎこら左 ：

〈世間を見ていた。少年の愛らしさはすっかり消えてしまい，私自身とれ ；

では人から愛されないことを感じていたo (ヘッセ「デミアン」新潮文庫 ：
P、 85～P、 87）

取り扱い方……青年の自我のめざめが,文学的に非常によく表現されて ！;：
：::：

いるo生徒はこれを銃んで心に響くものを感ずるに違いなV℃ととにえが ！；

かれている変化はどうして生じたのであろうかを先桶し合わせたい｡今 I
まで意味をもっていたものが郡その意味を失渥って〈1ることは,宵年の ：

． . G ・ 』 。 ． . 』

心の内面の変化に他ならなV℃価値の転換が行われているのだ。新しい自 !}
■ I 。 p

己の誕生,精神の誕生に帥る生みの苦しみの中で味わう感宿である｡既
． ： ･

成の価値をいったん否定して自己の内的基準に』:ってはかろうとするので

あるが,その内的郷も充分腫浄ていない｡既成の樋威や価値の去力職？
‘ 】 , 二 m

蝿合が鋤｡不安や孤独に裳罪そわれながら自分自身の道を歩こうとす患。 〃
宵年の反抗や孤独について話し合わせ,考えを述べさせて,香季が何を求 ■
めているか自覚させ， 自己の生き方を求めている現象に他ならないことを ：：
自覚させたい。

回自己の発見 ．

『突然私の眼前には一つの姿,高い崇拝する窪が出現した｡……どんな

欲求も衝動も，畏敬と礼拝を願う心より深くはげしくはなかったノ私は ：

彼女にべｱﾄﾙﾁ"という名ま急をつけた｡…．．:彼女は当時私僅わ蝋？」 ： ． ‘ ．

， 、 ‘ 〃 ． ． ‘ J ， ；': . ！ 、．‐ ～‘ ‐ ’ ・‘ ．

て深い影瀞を及ぼした｡,彼女はその姿を私の前にすえ'一つの霊鑑私の ？
ために開き，私を一つの寺院の中の祈禰者にしたo日一日と私は飲酒と夜 ;：
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のうろつきから遠ざか勺たo私はまた孤独に耐えられるようになり，好ん

で銃書をし，好んで散歩をするようになったo突然な改宗はさんざん潮笑

を招いたoが，いまは私は，愛するもの，崇拝するものを持ち，ふたたび

理想を得たo……いずれにしてもいまの「明るい世界」はいわば私自身の

倉嵯だったoそれはもはや，母のもとへ，責任のない保謹のもとへ逃げ帰

りはいこむことではなくて，自分自身によって考え出され要求された新し

い奉仕で，責任と自制とを伴っていたo」 （ヘッセ「デミアン」新潮文庫

P、 100～P. 101) .

扱い方……ひとりで不快な考えと心配にみたされて散歩していたときに
，､､401

.美じい一人の女性に適遇したことが主人公に大きな転換をもたらしたが，
、 L f j ． ､ .

とれば何を意味ずろのだろうか｡'資料を読玄せ感想を発表させたい。迷い

表がぢ$官芭を求め餅だもののみが見出したものだろう。自己の内部に

#湯誠億垂迩手撚，をつかんだようだ｡自己が見えてきたのだ｡自我

‘磁鎚癖磁:し雷る:ものではないが,外の世界と自己の内部の世界が

つなが》ばじあ,薪し吃己の目で外部の世界の意味を考えるとと細来

るようになり， 自己をその中でどのように実現するか希望をもって考えは

じめたのである。自己の生き方を考える歩みが軌道に乗りはじめたのであ
： ．

'るo

5b まとめ

自我のめざめについて理瞼的に説明したり，教科書の説明を読童せる前

にこれらの資料で考えさせたい。生徒に興味が出てきたら是非小説「デミ

アン」を全部読在せたい6－冊の本を教室で取り扱う場合，特に小説の場

合はI司感したところ，反発を感じたところ，わかったことをひとりひとり

の生徒の理解力に応じて求めればよい。なるべく多くの生徒に部分的な感

想でも発言さぜ葛とまい｡無理に結瞼を忙がず.生獅堯曽差奉め;それ
ぞれの発宮を鎧でとどに;心がけ,生徒の考えを尊重しながらすすめるよ

． ． ． ､P烏 .. f ：， 。 ．

、6 1 。 . ． 【 # ？
． ： ． 』 ．

うにしたい。
． ． i厚 、 :@ i' '･ ‘ f
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青年と人間形成一工業高校生

としていかに生きたらよいのか
懸
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都立府中工業高等学校関根荒正

○はじめに
虎

私は，今年，教員1年生として，工業高校に赴任したo3年6クラスの

倫社を主に担当しながら授業をしてみると，私の頃の高校時代とくらべて

授業態度，それよりむしろ本質的な高校時代の意味づけ・生き方が非常に

変化しており，最初の頃は童ごつくことが少なくなかったoそこで，倫社

の年間計画を練り直して，生徒にとって難解であろう哲学的分野は基本的

な事項をおさえるにとどめ，生徒にとってより重要であろう社会学心理学

の分野に重点をおくことにした。更に，全般を通じて，生徒に自己の生き

方を述べさせたり,問答したりする機会を多く授業に取り入れようと努力

することにした◎以下は， 「現代と人間」のまとめの学習として取り上げ

た授業展開の一部であるC

O壼一ﾏ設定の理由及び獲得目標
表題にかかげたテーマを設定した理由は， 「現代と人間」の学習の総括

として,如何に生きるべきかの道を探らせることが必要であるという観点
から，現在の状況でいろいろ問題がある工業高校悴）生としての社会に

生きる方途を追求させんがためであるoもう少し具体的に述べると展開は

次のように蔵る。生き方の一般的な問題として，教科書（東京書籍版）に

のっている「13の生き方のタイプ」を説明して，生き方の多様さを理解

させる｡その上に，自己の生き方をその中から前向きに選ばせる｡そうし

たことを前提として，学歴・能力等種々の差別がうず霞〈社会に飛びこむ
ア 、 ｩ ‘ ，

であろう工業高校生に先輩達の体験を示して，厳しい現実を理解させ， 自
． ： ．.〈．， ．K・

己発見の過程を追求させる。獲得目標は次の5点においたo
j ト ざ｡ ・

・ ： ： ‘記

1． 多様な生き方の理解及び他人の生き方を寵める態度の酒養 …

難
蕊
爽
蕊
軽
謹
鳶
職
誰
辮
漁

f･'

1

1

1

I

鴫

：

－38－

蕊 鑑舞:乱:::難:爵::静:蔑騨::ム



{,I

2． 現代社会の特質についての理解を自己の立場で深める

3． 生き方を社会的に追求する視角を渡得すること～

○授業展開

とのテーマ学習は，青年期の意味・性格形成の学習を前提として，以前

に学んだ現代社会（集団）の理解を具体化する意味も含めて,‘ 5時間にわ

たって行われた。その個々の内容は次のものであるo

1.- アメリカの哲学者c.w･モリスのあげた生き方の類型（東雷版，

P、 6aを取りあげての，人間の多様な生き方とそれらに共通する3つ
． ｡ ： . ，

の傾向を講義o 、いり』

2． 「生きがい」の問題を，職人気質や，宮城音弥著「日本人の生きが

い」の類型を使って説明,及び生徒との問答

3． 新聞の投書を使勺て，工業高校（卒）生の生き方の例を示し，それ

について問答

○生徒の好む生き方の傾向

先ず第’時間目は，モリスの生き方の類型を，職業等で例を上げながら

舗義した。昨年は厳しい就駁戦線と騒がれている中で現実に就職試験が行

われている状況もあって,･課題として，自己の素直な，前向きの生き方を
． 心、

モリスの類型の中から選ばせてその理由を説明するという作業も同時に与

えた｡生徒の選んだ生き方を統計して,多い順に3つならべてみると次の
主うになるo (尚, 5年6クラス，在籍19，7名，提出1 70名）

1． 健康でのんきな楽しみに生きる。 （安楽動－57名

2． 冒険的な行動の機会をつかtjb（行動型) -27名 ． ‘

5． グルー.プに参加して生活を楽しむ。脇同型)－24名

〃 との結果をみると，生活と友人の関係を重視している者が大多数をしめ

行動型等を好む者も少なからずいるとはいえ，総体的には社会の中で積極

的に生きエうとする傾向の者はごくわずかである。これをみて，私は，他

の人々との競争にたえうる力をつけてほしいと熱願している立場から「優

－39－

申

も

1

･凹設L一・ ・・ L･:＆＝＝－勘÷L・ ﾛ幸= と－－－－ 一F画一画一－－ = - =一 一F･ .-- -＝－1 一心 －－－－■= ﾏご■q 一四 一 凸･a-..,- 勺 里 - .㎡ _ ｡. ・ 凸 ． _と一・一一・一一 Ⅱ ・ ・





. ll

前向きにとりくむよりも，それを生活手段として考えている傾向が醜みと

れた。意見・感想を出させる事には一応成功したが，問題を深くつきつめ

られない戎蚕， 「適切な進路選択」「自己鍜練」力泌要なのだという一般

的な結論にしかもってゆけなかった。 ． ： ．

○反省

この学習を反省してみると，題目の大きさとはうらはらに， 自分の教師

としての力不足を感じざるをえなかった。即ち， 自己の生き方の追求が不

充分であるが故に，抽象的にもってゆきたいところはわかっていても，具

体的な生き方についての発問過程を系統づけることは出来なかったわし力で

ある｡又この種の生き方の問題は,一般的なこと‘に流れやすく， くいこみ

にくいところがある｡生徒の方も，雀だ,他人の生き方について自分の立

場で批判.摂取してゆく力があまりない｡この点からみて，自己表現をつ

ける作業をも勺と多くやっておくべきであった。最後に､生徒の啓いたレ

ポミドの中で，めだったものを一つだけ上げておこう。

「入間にと句て勉学は将来性きている限り）長い人生を歩むにあた→

て，これでいいなんてことはない。．｡…･…現在，自分は，腕力をつけたく

て鉛のポールを使って練習しているo一日も欠かさずに今日に至る蚕で，

それをやりぬくのは,つらい,苦しい,孤独だ6だけど,いつか何かに役

立つだろう。直接にかかわらなくても，たとえ使い道がなくても，何かに

役立つはずだ｡'そう思い，今歯をくいしばって続ける根性，己に勝っをモ

ットーに，誰のためでもない， 自らをきたえ，精神的弱さを補充し，いつ

か，この努力がむくわれる日を待ち，またそんな日を夢みている。現時点

の自分を別にバカだと思わない。いや，ほこりをもつほどになりつつあるo

今，青春のまっただ中を歩むムダでもいいoだけど，負け犬だけにはなり

たくない◎そのため， 「影の人物」「縁の下の力もち」．、そんな目立たな

い人間でいい｡それが自分の生きがいとする長所でも鰯でもある。」 ・

阪稼博行）
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現代社会における人間の問題
－ピカソ, M･ブーバーにみる－

都立保谷高等学校杉原 安
1． テーマのねらい

「現代と人間」の分野をやっていて、常に人間不在を感ずる。人間を取
りまく現代社会の外なる状況は､産業化、大衆化、情報化等の観点から指
摘しやすい。しかしその中の人間のあり方を問うことはなかなか難かしい
し、昨年現行の倫社の教科雷を分析したとき、 （49年度一教科雷はどう
鴇かれているか一都倫研特別分科会）「現代と人間」の分野で、写真、
図版､統計等視覚に訴えるものが旧版に比して大巾に増加しているのが目

についた。例えば絵画についていえば、ピカソのものだけでも鯉ゲルニカ、、
“生きる喜び､f泣く女､､力敏りあげられている。東大の今道氏は、 「詩
人でも画家でも偉大な芸術家の作品は来たるぺき時代を予知する」とのべ
ている。たまたま現在私が使用している教科稽の現代と人間の所に、ピカ

ソの“泣く女､がとりあげられ、またぐ生きがい＞について記述されてい

たので、つぎの観点から本年の研究主題「教材内容の平明化」を考えてみ

た。第一に“百聞は一見に如かず”といわれているが、ピカソの“泣く女”
を通して現代社会における人間の問題を考えさせることである。第二に、
現代社会のもたらしている問題を現代思想との関りにおいて考えさせるこ

とである。最近、近代哲学が失ったもの、逆に現代で哲学が回復すべきも

のとして原子論的個人主義に対する共同社会ということ力言われている。

そこで現代社会における人間の疎外感、孤独感の克服への1つの試みとし

て、M・プーバーの人間瞼をとりあげてゑた。 、

2． テーマの展開

①ピカソの唾泣く女､、

H，L、 CJaffeによれば「ピカソの芸術は21世紀の本質をうつし出

、 －42－
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している。 ．…ピカソの芸術においては、私的なものはのりこえられ、彼

自身の体験は彼の時代の体験、もしくは人類の体験となるのである」との

べている。まさに彼の作品を通して現代における人間、来たるべき時代に・

おける人間を読みとることができる。鯉泣く女郡はピカソの1957年の

作品であるo l936年フ月に第2次大戦の前ぶれになったスペイン内乱

がぼっ発し、ブランコ将軍が率いるファシズム勢力がヒトラーと手をくん

でスペインの民主政治の打倒をはかった。そして195フ年4月にドイツ

空軍がブランコ政権を援助するため、小さな平和な無防備の町パスク地方

のゲルニカの町を爆撃した。ピカソは1881年南スペインのマラガに生もノ

まれたので、このことに強い驚きをうけ、大作｡ケ蝋二力､､の筆をとった。

この－番最初の習作が、唾泣く女”である｡ここにはく奇怪な表情のなか

に深刻な感情がなまなましく表現されている＞・生徒はこの作品をどう受

けとっているか、ここに二、三の感想を引用する。

「現代社会の風刺の絵であり、人間の未来に絶望している。鼻は高くな

く、決して威張っていない。顔の輪郭は直線的で磯蝿勺であり、融通のき

かない人間を表わして､､る。顔の色は多分明暗がはっきりとした極彩色で

人間らしからぬ色ずくめの（人工の）顔をしているのであろう。まつ毛は

やたらと長く、ごみ①入るのを防いでいる。鼻の穴、耳の穴などあるかな

いかわからない位小さい。公害に向かう人間の自己防衛の姿勢であろうか

目玉は星形に割れ、涙は溝に沿って流れ出ている。痢薗はひび割れ、歯と

歯ぐきは乱れている。人間は生来こんな形で生きねばならないのだろうか」

「深刻ななまなましい感じ｡どうしようもない、身動きできない感じが

伝わって来る。この感じが今のいろんなものが集まっている都市に似てい

るような気がする。産業社会の側面で失われがちな人間性というか、そん

なものが現われているようにも見える。 」

「幾何学的な模様の中に、人間の感情が深くとり入れられている。我左

の生活の中にあるものは、まさしくこれである。現在我とをとりまくもの

－45－
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「

は、ほとんどが直綴で形づくられ、あたたかみのある曲線という ．ものは、
8 ．

ほとんど見られない。そして我,々の刷胃はその中に屈折した形でおしこま

れている。我食がもしそのことに気づきそれを嘆いたとしても、結局その

直線の集まりの中で､屈折した形でしか、それを表わすことはできないの

である。 」

＠M．プーバーの人間鏡

M･プーパー（ 1878～1965）はヘプライの思想家で、既成のい

かなる主蟻にもとらわれない立場から人間の「生」に最高の価値を見出し

た誠実なヒューマニスト、哲学者として有名である。このことは彼の実践
9 .

ともつながり、例えば1961年には、イスラエルでの世鈴に抗してただ

ひとり元ナチス親衛隊アト･ルフ・アイヒマンの死刑に反対している。 （プ

垣画くシ米塞ソ妙手で、咽釘した杉でしか、それを表わすことはできないの

ノ

I

である。 」

＠M．プーバーの人間鏡

M.プーパー(1878～1965)はヘプライの思想家で、既成のい ’

かなる主蟻にもとらわれない立場から人間の「生」に最高の価値を見出し ’

た誠実なヒューマニスト、哲学者として有名である。このことは彼の実践I

ともつながり､例えば↑，‘,年に砿､ｲｽﾗｴﾙでの世鈴に抗してただ'1
・ ・ サ

ひとり元ﾅﾁｽ親衛隊ｱﾄ.ﾙﾌ.ｱｲﾋﾏﾝの死刑に反対している｡ (," |I
ﾘﾀ毫力国際大盲科事典参鯛)プｰバｰの砿の核心鮒話的原雲にある｡l

。 ， 8

， ．． ． 1． ． ． #・ 、 ． ． ・ ・ i

彼は人間理解の方法瞼の尺度として｢我と汝」「我とそれ｣を使う。そし ’

て人間は｢我と汝｣の関係でなく｢我とそれ｣の関係になるところに人間｜
、 ． ,､. ､ . % , i:f産 ．.i ， : ． ・ ． ， ． ’

の孤独が生まれるとする。人と人とを結びつけるものi主関係である。人間 ’

蛾として全人紬に汝と向嘗合うことによって真の人眺なる｡このと:｜
とは､現代社会の中に生じている人間性を疎外する状況､個々の人間の利I

i

己主義的態度､行動､人間関係の稀薄さを考える時､私達に示唆する点カミ ｜

大きいと思う。今､彼の名著｢我と汝｣の中から具体的に引用してみたい｡ ｜

「世界は人間にとっては､人間の二重の感度に応じて二重であ:る｡人間I
の態度は､人間が贈り得る程元語が二つであることに応じて=重である。 ｜
この根元鴎とは、単-楯でなくて対偶語である。根元語のうちのひとつは. , i

･､ . ’I

対偶語｡我－汝である｡もうひとつの根元語は対偶語｡我一それであり､ 【I

この齢には､それを彼あるぃ罐彼女のいずれかで侭雪かえても､;その意｜
味するところには変りがない｡このように根元語が二つあるからには､人｜
間の我もまた二重であるもなぜなら､根元語｡我－汝における我は､根元I

！ ｡ 。 . ' P : 。 . . 、 ノ

語･我一それにおける我とはことなっているからである。 。…」.（対爵酌’

一.44--‐ I
’
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原理、承すず霄房）。根元語・我一汝はただ存在の全体でもってのみ語ら ＃
仙判

れ得る。根元語･我一それは決して存在の全体でもつ毛は語られ得ない。

ここにみられるのは、単独で存在する「我」ではなくて、共同存在として

の「我」である。昔から「人間は｡･ ･ ･である｣という形で種々いわれてい

るが、いまプーパーの人間観をみてみたい。それは閉ざされた世界に住む

人間を救う手だてとなり得るものだとも思う。

「元来､人間に関する科学の中心的対象は､個人でも、集団でもなく、

人間と共存しつつある人間である。人間と人間との生きた関わりの中にお

いてのみ、人間の本質性、人間に固有なるものが､直接認識されるのであw

る。ゴリラさえも個であり､､白蟻の国さえも集団である。しかし我と汝と

は我々の世界の中にのみ存在する。なぜなら人間は､つまり自我は､汝と

の関連に基づいてこそ、はじめて存在するからである…，･･･人間と共存
li 、

しつつある人間こそ銀河系宇宙の全景である。人間と共存しつつある人間

を見たまえ。 」 （プーバー、人間とは何か、 理想社）

＆ まとめ

最近の生徒の現状をみるとき、方法であれ＝教材内容であれ平明化は不
・》 ）. 、

可欠であると思う。その時、上記に霜いてきた所で二つの事柄を考えてき

たつもりである。第一は生徒の視覚を通じて剛生に訴える形での平噺上で

ある。ピカソの絢面の提示はまさにこの線に沿ったものとしての試みであ

る。第二は現代社会の所で人間の問題をもっと現代思想との関わりにおい

て原理的に考えさせることができないだろうかということである。歴史的

に人間観の問題をたどっていった時に､実存主議釣な人間観で終っている
：. 6 ．

というのでは､今日の根気にやや欠ける生徒を引きつけるのは難しいので

はないか、勿瞼、人間に実存的な面とともに、この頃いわれている無意職

的な面、感性的な面も否定できない｡20世紀も四分の三を過ぎ去ろうと

している現在、もっと多方面からの人間理解が現代社会との関わりにおい
* ●

て考えられる必要があると思う。
｡ D t a

－45－ ．
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第2，分科会･思想の源流

研究経過報告 ゞ ‐

第2分科会は， 6月2. ‘7日の鰻田川高校における都倫研第1回研究例会

のあと，第2分科会メ:ンバーの顔合わせ・世話人の選出・今年度の研究会

のあり方についての打ち合わせ等が行われたが，実質的にはあわせて5回の

研究会を開くことができた。

第1回は7月1 5日（火）葛飾商業高校で開かれたo学期末のせいもあ

って参加者4名だったが， 5時半から5時半室で2時間程かけて活発な討

議がなされた。いろいろなことが話し合われた中で特に，①具体的でいき

いきとした教材をどのェうにして作り出していくかo②源流思想を学ぶに

際しても日本人であるわれわれの意識構造を手掛りとして， どのような形

で自己の対象化を生徒に促していくか。③倫社を教える教師の信念．価値

をどのように生徒忙ぶつけていうたらよいか等が前提条件として話し合わ
れた◎

そしてこれからの分科会の方向として次の主うに取り組んでいくことを

決めたo

（1）思想の源流の分野における原典〔ソクラテスの弁明・論語・聖書…〕

に即しながら，授業展開の具体的な仕方・工夫・問題点等を出し合ってい
.<o

②その際，抽象的な原理蹄だけでなく， 咽無知の知・エロス・イデア･

アガペー･仁･慈悲･無我"等を具体的。個別的にどうくだいて，わかり

やすく説明していったらよいか，出嗽・具体例・エピソート・など授業展開

に役立つプラグマチックな面にも力点をおいて考えていくo

(3)毎回，チューターの先生を予定し,その報告を中心にして,話し合い

を進めていくので，各自もそれに沿って準備するo

第2回は9月2日（火）市ケ谷商高校でo学期始めにもかかわらず呼び
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〃

かけに応じ， 1 2名の先生の参加をえた。ギリシャ思想（ソクラテス）を

テーマに4時半から6時半過ぎ注で研究会がもたれたo玄ずチューターの

葦名先生がポイントを具体的に，わかりやすくどのように説明したらよい

かについて，授業中に使用した豊富な資料を参考に現実の諸問題とからま

せながら報告され，司会浅香のもとに活発な話し合いがなされたo

その際特に話し合ったことは， (1)ソクラテスの死の意義をどうとらえど

う説明したらよいか， (2)ソクラテスの信念，その宗教的側面を自然法と関

連させながらどう説明したらエいか， (3)ソクラテスにおける主知主義の側

面，あるいはその非合理的要素をどうとらえたらよいか， (4)ギリシャ思想

特にソクラテスの場合どこにポイントをおき，どう精選したら主いか， （5）

授業における教師の信念のあり方はどうあればよいか等であったo特にそ

の中でも宗教や価値を扱う場合の教師の側の価値意識，信念，その表現方

法のあり方などが問題とな‐､たoそしてこれら提起された諸問題について

更に堀下げが必要であるとい･うことで，次回チユーターをきめ更めて検討

することにした。なおその時までに「ソクラテスの弁明」その他の原典を

各自もう一度醜み直し，問題点をさぐって来，原典を持参して読み合わせ

ながら，問題点やポイントを出し合って，授業の教材化を考えていくこと

を申し合わせたo

第3回は10月20日（月）再び市ケ谷商高で午後4時から6時半過ぎ

まで実施されたo参加者は9名o老いて益を元気な･蕪見先生（駒場高定）

がチューターになり，独自のギリシヤ思想の見方について熱心に話されだ

内容は多方面に及んだが，ギリシャ思想特にプラトンのエロス性命の根

源への愛・男女の愛）とキリストのアガペーとの関連性．ソクラテズのダ

イモニアン（自然法）とポリスのノモス（実定法）との相違点、宗教と倫

理との関連性係教から倫理がでた） ，宗教をどうとらえるか鯉窟で説

きえぬもので,信仰を通し世俗から脱却することにより自己を否定し， ウラ

ノス，エロスを通して生命の根源を追求し，いかに生きるか倫理を実践す

．‘--4アー
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るとと，蚤た宇宙の真理の啓示であると説いた） ，宗教成立の背景（都市;；

匡塚の成立， 自己否定一ニヒリズム，教会の成立）等についてが特にふ，

れられた点であり,ヅクラテスを研究する基礎として考えねばならぬ事だ
． と強調したO ･ ；

次いで参加者全員から質問?感想? ､意見等を自由．活発に出し合っても

らうたdギリシャ思想と仏教思想.キリネト教思想とがどうつながるかへ

′の疑問，エロス:とアガペーを関連づけることの当否,’宗教のとらえ方， 自
然法･神の法；(神学)と近代英米法との関係等について特に質議がかわさ
．れたo前回約束した資料を睨み合っての検討まではいかず，いう:いろと問
題点がだされたのでb次回更に「弁明●クリトン．バイト.ン．饗宴Jなど

の原典を醜み合わせたがら問題点やポイントを出し合っていくことにした。

､今回の話合いは授業の教材化にはすぐ役立つものではないかもしれないが蕊
篭

教える側として基礎になることを学び理癖していくことは,お互いに必要§■
：鷺：

であると漣職し合うた。 §！
鴬：

第4回は' ,月,0日（月） 4.00~6.30まで,上野高校で実施した｡ ;;:：.:F：
：.:ﾐ･･:。

‘参加者↑ 0名,今回もチーーター総見先生,司会浅香の下に進行◎ ‘；；
前回に引き続き実定法と自然法と神の法との関係について,宗教から倫；

：:：

理が生じ,倫理の最少限度が法である｡倫理が法のよしあしをきめる基“:■
蕊

である｡そのことは「ソクラテスの弁明」によって明らかであるとして, ;;:
蕊

蕊：

具体的に費料に当って検討した。 （弁明－51de, 32a,クリトンー：
. ..::.:

＃

54b｡) ･ ､ ; ":
塗たF魂」鯉魂不蜘の問題についても，資料｢パイト･ン」の検討を：

蕊

通して考察した。 (64c, ･65acd, 66.c, 67de) ；
:そして西洋への理解も日本や中国の思想への理解をもとにしなければで；

驚

き淡いと，道元や親駕の宗教を例にしてのべた｡ i;
§

『これに対し参加者から例にょ.って活発な質議.意見が出た◎ ；：
鳥

仰倫理わ道徳α法はいつ月脆たか」「倫理と道徳の相違は？」「悪法で；
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もあつた方がいいという考えについてどううけとめたらよいか」「実定法
と自然法との関係について，ソクラテスはﾀ･イモンの声を聞くのが自然法
であるとし，国法に従うよりむしろダイモンの声に従ったのではないか」
「彼は世間の不正に抗議して死刑に服したoつまり死を以て抗議したので
はないか」「彼はアテネの腐敗した民主政治．民衆の無知を正そうとして
結局それに破れたのであり，彼が裁判にかけられた時点において既に葬り
去られることは予定されていたのでは莚いか」「彼は不死を願ったのでは
なく,,不正をさけ， エリよく生きるために（脱獄・逃亡をさけ）あえて死
をえらんだのではないか」「ギリシャ思想史の中で彼をどう位置づける翁
きか.」等々について，それぞれ費料に当たりな懇‘ら意見を出し合-つたo
討議は白熱化したが， 「仁に当た’ては師にも譲らず」で，老いも若き
も謙虚にそして真筆に語り合い，時の過ぎるのをしばし忘れた程だったo

しかし回を重ねるごとに問題は整理されるどころか,宣すきす拡がるばか

りo教えることのむずかしさを痛感する‘と共に,,いやそれ以上に学ぶこと
の重要さ・楽しさを一同痛感したのだったO,そして年を越してもう一度ソ

クラテスについて検討することを申し合わせた。 （浅香記） ＃
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第5回，再び上野高校で4： 30から7： 30までo出席者7名（浅香

葦名，海野，河野，細谷，宮崎，吉沢）◎今玄で殆ど毎回出席の総見，内

田，勝田の3先生と， 1回以上出席の氷上，木村，飯岡，小平，関根の各

先生は都合により欠席されたo今回は研究分科会の雰囲気を少しでもお伝

えするために座談会の一部を転載することにしたo(文寅・司会浅香）

「ソクラテス」についての座談会

司会第2分科会は今童で実質的に4回話し合いを重ね，今日は5回目

そして今年度最後の研究会になるわけですo今日は今蜜で会を盛り立て推

進して下さった鷺見先生が都合で出席していただけず誠に残念です。今ま
での先生のご熱意に深く敬意を表すると共に，前回までの討譲で一番問題

になうた点について，今日もう少し検討を加えたいと思い注すのでエろし

〈お願いし雀す。最初に実定法と自然法との関係について，あたりから入

りたいと思いますが，例の如くフリートウキングでお願いし含すo傲謬各）

A前回「弁明」の32のa (国法への態度･私人と公人との立捌,それ

に関連して，悪法も法だから守らなければいけないということが問題

にな-つたと思うけど，悪法でも守るべきだと彼は考えていたろうかO

B悪法という.ような表現は， どこにも出てこないけどね………

Cポリスにおける法の位極を，明らかにする必要があると思うO

Aそこで実定法と自然法との関係だけれど，彼は国法に従→て死んでい

ったというより，むしろダイモン（自然脚に従一､て死んでいったと

考えられるので，教科番に国法に従って死んでいったとだけ書いてあ

るのは，生徒に誤解を与えないだろうかO

Bそれは俗解の説，誤りで，彼にとっては国法よりダイモンの方が上だ

‐つたC

Dしかし彼にと勺て国法に従うこととダイモンに従うことと必ずしも矛

盾していなかったのでは……倫理と宗教の別の領域だから……

Aたしかに彼には民主主義の腐敗・堕落という祖国の現状を憂い，それb勾一
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〃

を何とかしたいという気持ちは強かったし, .また国法を破るという気

持ちのなか→たことも事実の主うだれ．．…･

Eそこで彼がポリスの公共性をどれだけ守ろうとし，注たそれを越えて

夕・イモンに従おうとしたか，両者の微妙な緊張関係というか関わり方

が問題になると思うO

B まさに自然法と実定法と･の関わりというべきだれo (笑…）

A彼が沈黙したり外国へ逃亡するのを拒否したのは，自分の信念を曲げ

口をつぐんだり，祖国を無視して外国へ行ってふぬけみたいになって

生きてもしェうがない，真に生きることにならないという気持ちがあ

った。だから逃げないことで,彼はダイモンに従い，＊索祖国を愛し

て国法にも従ったということだろうかC

Dだから彼は決して祖国を無視なんかしてない………o

Eしかしあんまり国法を強調しちゃうと彼は生きてこないo (笑）ソク

ラテス個人のダイモンやエロスを強調したい……o

F生徒も，彼があそこで逃げちゃ旬たら，彼はなんの価値もない→て…

Aしかし逃げたつてよかぅたのではと反論も…o今の国際情勢での亡命

と当時とは違うんだって説明しているけど……。

E本当に愛したからこそ見捨てられなかったんだと思う。そこでポリス

の公共性とダイモンとの微妙な関係が問題になってくるわけで，生徒

にどう説明したらいいか．．…･o

Fその辺の彼の気持ちを切実に言いあらわしたのがクリトンに……

Bそう，国法を擬人化したところね……

Fクリトンの岩波文庫本でいうと， 12以後ですね。

B 16のところで「自分は国法からではなく，人間から不正をうけて死

ぬんだ。法律力悪いのではなく，運用する人間力悪いんだ」といって

いる。だから悪法とはいってないo裁判がわるい……◎

D裁判が間違っていたというならなぜ逃げなかったか…逃げたって……

り
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前にも言ったことが.あるが，彼がアテネの民主政治の腐敗・人会

知を正そうとして，一部の人々ににらまれ気嫌いされたoそして

にかけられた時点で,多数の反対派に囲まれ，彼の有罪・死刑は

ある程度き室っていたのではないかoだから彼は堂々.と弁明した診勾廷壁き室っていたのではないかOだから彼は堂々.と弁明した

左

蕊

雑
雑
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謹
蕊
蕊
蕊
壗
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篭
熱
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四
●
四
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難
爵
唖

が，

現状に絶望し死を覚悟していたのでは…一方で不正に処す．るに不正を

もつでしたく左いという気持ちも強くあったが．…'わ: ：

今の政治家にも，悪法も法だから守るべきだと，彼を逆用する人も…

そう随う:ものを助長するム;一ﾄﾞが日本の社会にはあるoだからこそ弁

開に霧かれている彼の真意や日本の風土を明らかにし’生徒に伝える

必要性を痛感せざるをえない。、

やはりギリシャ的な哲学や宗教を持っている者と， もってない者の違

いでは……… . . ‘ . .， ！ . ‘ ・
｡ ． ．〃 ｡ 』

私はロゴ界というものだと思う｡ソクラテスが法を守れという時，そ

れは超越・普遍的な真理としてのロゴスを守れということだったと思

'9･o.日本人にはそう#い‘う･ものがないoだからつい通俗的な:ものに従今

てし室う:という傾向がおるのでは、｡…O･

ロゴスとは普遍という･こと.であり，西洋人は古くから個物と普遍との

関係を追求してきた｡そしてソクラテスは個物より普遍的なもの，形

而上的。､宗教的凌ものを重んじたのでは……霊魂不滅を信じたが，彼

の宗教は絶対宗教ではなく道徳主義を基礎にした宗教だと思う。エロ

二とアガペーは本質的に違うし,;キリス.卜教のようなものは古代竿〃

シヤ人にと元て関知しないものだ-つLたと思う｡ ､ﾙﾒ : '1

われわれはプラトンを通してしかｿ,クラ云琢を理解して詮いので，ど

と霞でが彼の考えなのか厳密に区別寸了るのは非常にむす?かしいと思う。

僕はどうも形而上的な考えはプラトンのもので,‘ソクラテス自身はそ

んなに深く追求していたか疑問に思うんだけど･･?…◎

た助』‘にクセノホンの思い出にでてくるソクラテス像と，プラトンの
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それとでは大部違うが……◎

Aそこでさっき問題としたロゴスだが，僕はソクラテスという人は、 ソ

イストの相対主羨に反対し，すべての人がよりどころとしうる真理と

して追求したのがアレテだ‐､たと思うoそして人間の本質的あり方は

何かを知り，知行合一的に発揮しうるよう求めることが彼の愛知僧

学）だ-つたわけでしよ。そこでただ生きるのでなく，どう生きればよ

りよく生きることになるかを，彼は生涯求めていったんだと思うoだ

； からロゴスを求めたというが,それは絶対普遍的・形而上的な真理で

はなく，人間の本当のあり方・生き方を求めたのではなかろうか……

C 「雲」で彼は潮笑されている◎彼はそれ以前の自然哲学の影響をうけ，

やがて自然哲学なり，古い宗教に批判もしたのではないかo彼には批

判される要素もあ今たのではと思うoそこで彼も宗教的側面，ダイモ

・ンとの関係でとらえるか，具体的実践･法との関係で追求していくか

どちらにウエイトをおくかによ＝､て，彼の生き方が違って見えてくる

のではないか……◎ ~． ‘

Aさっきギリシャ時代の宗教を高く評価する意見がでたが，ギリシャの

宗教--’て結局多神教でしよ。そんなにすばらしいものだったろうか。

D欲望うごめくギリシャ神話的な多神教を批判する者はソクラテス以前
勺 l

からいたわけだし，アナクサゴラスは自然現象の根底に精神現象（ヌ

ース・理閏を説いた最初の哲学者で, ､ソクラテスもその影霧をうけ

自然哲学に訣別し，人倫に道を拓いたとコンホードもいっている。彼
． . ： ？

が自然哲学を倫理に引き上げたというのは，西洋哲学史において一般

的に認めているところだと思う◎

司会ソクラテスカ鍾判にかけられた罪状の一つに「国家の淫める神々を

漣めず，別の新しい神霊（ダイモニオン）を信ずる…」とあるが，こ

れについてB先生いかがですか。

B彼は弁明の中で， 「アテナイ人鰭君O私は諸君に従うエリ一層多く神

似
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Ⅷ,鋤仙…椛…女神…
；このことからもポリスの在来の神を否定して筬いと思うC

Dそして一方で自分に一番身近な声として夕･イモンに従ったわけで， ‐：

ゞ：両方を信じても別に矛盾はなかったと思うo､，
鴬
：慰・

E最初の出発点に立還り，生徒にどうわかりやすく授業をすすめていく ．§
§

かという観点淀立旬た時,生徒はソクラテスの自らの信念に忠実に生；
き

きたことに共感するにしても，心情の純粋さというか日本的良心でう ！！；
§

けとめて感動しているのであって，普遍的真理というかロゴスにささ ；
i:#

えられて死んでいくといううけとめ方をしていない。このことは資料：
：；

を個々に当たるだけではつかみきれない問題だと思う。そこでソクラ ：
：：

テスをどう教えたらいいかが改めて問題になると思うo :

D生徒がどう受けとめるかを常に考えながら教えていくことも勿論大事 ；ﾘ：
、；

E信念に殉ずるのと，狂信に殉ずるのとどこで区別するかが正に問題で ：:::：

D結局，公正な判断というものが欠けて行動に移る時，狂信になるんじ ；

やないoソクラテスは知と徳を合一させ，生かしたところにすばらし ;

さがあると思う。だから両者のバランスをはかりながら，はき違えた ：；

個人主義やゆきすぎた欲望を否定していくように，生徒を教えていく !i;:

ことが大事ではないか….､℃

司会では今の問題に関連して，先生方力綬業中どういう所に重点をおい ;

て進めておられるか，簡単に順次紹介していただけますかo

Fソクラテスとソフイストとの違い,彼は何を自己の使命としたか,彼；

、 の死の意味は何か，エピソードの紹介（彼の顔・妻・瞑想割を通し ；‘

て生徒に身近に感じさせ，考えさせたいということかな……

B大体重なる所が多いが，無知の知・魂の世話・問答法の5点に力点を ；

おき， ソクラテスの死の問題は軽々に取り扱うと誤解を招きやすいの i

で問題として残し，継続的に考えさせるようにしたい。
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jl

C ソクラテスは法をどう解釈しているかと，彼の生き方の問題を中心に

検討することにしているoその他知ることの意味・死の意味とか….…

G僕は弁明を章ごとに読んでいくやり方なので，特別の問題を立てて考

えていくやり方はし家v℃’7～'礎あたりを重視し，知と徳の問題．

使命感（信念）を中心に読み進めるが，余り理窟づけはしてない……

A無知の知を通して学ぶとは何か，彼の幸福観は？ （現代人と比較して

どう違うか） ， ソクラテスの死の意義（教科書でもふれているので）

を考えさせることを通して，彼がどう生きたかを考えさせる……

D私の場合，そこ童で進んでいないので申し訳ないが……

E私の場合，先生方と違って， ソクラテスに即してアレテとかエロス･と､、 ‘･f

かの概念を説明し，わからせる労力をもつと他に向けたらどうかなと

思うんです。生徒に考えさせるポイントをしっかりおさえて， ソクラ

テスを教えるのではなく彼の発想法で教える，つまり資料べったりで

なく.，なだぃなださんのエうな論理分析のやり方や，京大グループの

発想法でやっていきたいんですb具体的には， 自分の生き方を考えさ

‘せるために……（以下略，アンケート参照）

B・Fまさに生徒にわかりやすくという今年度の研究課題にぴったりだれ

A先生のように社会学的な発想法で，現実の問題もから童せ生徒に考え

させるのは非常にユニークだと思うが，そういうやり方のできる先生

とやりにくいという先生もおられると思う。資料に即しての学習は，

思想家自身の考えを習わせ,少しずつ生徒の考えを深めていく利点も

． あるのでは……

Dやはり伝統を無視しちゃいけないと思うな◎温故知新で，遺産をうけ､ ‘

つぎ伝えることは大事だから……

、私だって授業で資料を使わないわけではない（笑い)ただポイントの

おき所として，前に言ったことを重視したいということです。

司会じゃ時間もないので，最後にソクラテスが霊魂不滅を信じて死んだ

轡
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かどうかの問題検討に……

D私は薙見先生と立場が少し違.うと思い注すが，やはりソクラテスの主
知主義を推し進めていくとf､‘必然的な霊魂不滅を止揚せざるをえない§：

蕊

と思う｡真雲の存在を償ず…璽魂の不銭も信ぜざる…い｡粗ミ
蕊

対主義なら不滅はあ，えずか普遍主鶏て立てば有限はありえない…… ＃§；§

Aすると，霊魂不減を信じたからこそ従容として死んでいったと…… ；き
りええ’彼はこの世で善をすれば,,豚やなんかにならず人間として不滅 ；． :ミ

対主義的なヘブライズムとヘレニズムとの違いだと思うが.….．
C ソクラテヱの真理観をどう考える？

D真理とかダイモンの前に自己を殺す，自己を超えるというか，個別を ;i
超えて普遍にいく『；.無知と知を形式論理的極止揚させて真の知に至ら
せるということでは．．…･ ． ；

A：近代的理性主義で対すると，かえってつかめないのでは……
Dええ，それで中国(左んかも，道徳的にすごく発達した国で，知より徳
を重んじたが，あの国でさえ人事を尽くして天命をまつということで
最後はあけていたのでは..…．

C僕はやはり死んだあとの世界はどうなるだろうかというととエリ，彼
が~4番問題にしたのは，今の段階で人間としてどう生きたらいいのか
を求め，生きていくことに最もウエイトをおいたのであり，璽魂不滅
ということはそれ程深く問題にしていなかったと思う◎
A僕なんかも，バイト，シあたりから彼が霊魂不滅を信じていたように強
鍋される方もおられるけど，彼が生涯求めていたのは人間のアレテで

あり，人間としてどう生きることがより.主い生き方なのか常に求めて

いたoだからこそ死に臨んでも.逃げかくれしなかへたのであり，未来

永劫に生きることを願って， ･死を運んだわけではないんではないかと

Dたしかに彼は道徳主蕊の人であり，地上における生き方を一番問題に

－56－
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したと思う。だから彼は宗教としては徹底せずj倫理としては徹底し

ていると思う。そういう意味で現代のよう謁院教的時代に，彼の教

えの意義は大きい……

司会そこで彼の場合， エリよく生きることを願ってあえて死を避けなか

ったのか，それとも不滅を信じて死んでいったのかどっちだろうC

D僕はやはり不滅の方に重点をおいたんじゃないと思うoしかし必然性

で不滅も信じていたと思うo

A彼はある面では非常に宗教的な，純粋で敬虐な生き方をしてきたとも

とれるが，バイト･ン左んかで画かれているように霊魂不滅を本当に信

じ追求していたかどうか疑問に思えるし，生徒にそういうとらえ方を、｣、Lpf

させることが当をえているかどうか……

B、C あれはプラトンの考えじゃないか。パイドンには問題があるo

F ソクラテスについて，二つの解釈がある･ことは何かの本にもでていた

が，私なんか「産婆術」というもの，生命・霊魂を含め何かを産み出

していく，そういう意味でとらえ敷桁していくと，何か不滅的なもの

があるように思えてくる…… f ．:' : :

C、D科学的社会主義だ‐て，ある面では宗教であり，理論を実践しょ

としている点で知行合一を図っているといえなくもないo信念と狂信

のところで問題はでてくるが…… ’

A釈迦はガヤーで五穂は無常であるか.ら無我であると説いたO.つまりそ

れは永遠不滅の自我の実体としてのアートマン（我）は存在しないと

いうことで， ウパニシャッド以来の伝統を否定したところに意味があ

ると思う。そしてアートマンを否定したということは霊魂不滅説を否

定したということだと思うし，どうもそういう仏教的理解を本にして

考えるせいかソクラテスも不滅を信じなかったエう:に思えてくる……

司会との辺が意見の分れるところで，彼をどう評価するかの分岐点にな

るところだが，これはお互の人生経験・人生観を基盤にしているから

’

’

’

』
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そう簡単に一致点は見出せないなあ……

Cちょっと感じたことだけど，孔子のいう忠，心の真中からでてきた行

動，誠ともいえようが，周辺の自己を否定し真中の自己・本質的な自

己を生かそうとするのと，ソクラテスの生き方と一脈通じるものがあ

るんでは……

D産婆術を説いたソクラテスにせ主孔子にせよ，人間に対する洞察力の

すごく深い人だと思う◎そして道徳の世界にぃのちをかけた点でも，

孔子と彼はすごく似ている。､中国人が倫理的・現実的なのはこの世へ

､の関心，執蓋がWsったわけだし，不毛の地に生きたユタ･ヤ人が現実

より永遠を求めたのはし上うがなか･ったと思う。そういう意味でソク

ラテスは不滅も考えたろうし，この世にすごくかけたし，アテネを愛

し7とし，その中で管年を教育しようとしたし．道徳的生き方をしたと

いう点で孔子と共に大きな金字塔を打建てた人だといえるでしきうね。

蟻

串

藍

司会ではとの辺で……。

（まとめ）当初，第2分科会ではソクラテスの他,他の源流思想家につい

ても検討したい心づもりだゐたが，結果的にはソクラテスの検討だけで終

始し，左お足りぬ位だった◎との勉強会が授業の教材化にすぐ役立つかど

うかは意見の別れるところとしても,･各自学ぶことの必要さと楽しさを痛

感したことは事実だ勺た。われわれとしてはこの勉強会が今後の授業展開

の上になんらかの形でプラ塁になることを信じかつ期待したい。 …

そして分科会の研究活動がj新人の先生も継続の先生も一体となって，

年々実りのある勉強会・醜審会となってきていることを喜びたい。

おわりに分科会に出席･lﾉていただいた先生方に，世話人として深く敬意

と謝意を表する次第です。・

舩話人葦名・浅香）
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雛
〃

｢ソクラテス」についてのアンケート

．.． 第2分科会世話人

第2分科会では今年度「ソクラテス」を中心に勉強会を開いてきたが、

先生方が平生授業でソクラテスをどのように扱っておられるか、第2分科

会に所属しておられる先生方にアンケートを発送し、返答を寄せていた堂

いた。勿論先生方が授業をどう進められるか、の授業方法はそれぞれの先

生と生徒との相関関係において、独自の雰囲気の中で展開されるものであ

り、そこにそれぞれの工夫努力があることは十分承知している“従って簡

単なアンケートに答えていた蟹くだけで､先生方のご苦心か十分証明され

るとは思っていない。しかし先生方が虚心に、その一部を出し合っていた

壁けたことは、今後に益するところがあると信じ、のせてもらうこととし

た．座談会とあわせて先生方の意のあるところを汲んで戴ければ幸いであ

る。アンケートを寄せて戴いた方は13名、その中にはアンケートをふく

らませた形で研究レポートにまとめて下さった方が4名あり．その他源流

思想家についての研究レポートをお寄せ下さった方が4名おられる。例年

のことであるとはいえ、暮れから正月にかけての休みに、アンケートなり

レポートづくりに追われ、苦心される先生方のことを思うと頭の下る思い

がする、世話人一同拙ない運営を心からお詫びすると共に、先生方に衷心

より敬意と感謝の意を捧げる次第です。アンケート内容は以下の通り。

い〕 ソクラテスを学習させるに当って、どういう点を特に学ばせたいと

お考えですか

田〕その際、どんな参考資料をお使いですか（できるだけ具体的に), ‘

①〕生徒にソクラテスを学ばせる意義・意味をどうお考えですか

⑪生徒のソクラテスを学んだ際の反応・感想はどのようなものでしょうか

[E]先生ご自身はソクラテスについてどうお考えですか

伽その他、特に感じられている点について。 （以下到着順に掲載）
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｢生きる」ことをどう考えるか。

･資料集（ 「クリトン」と「弁明」の引用のあるもの･）

･中央公論社の全集から

。 「ソクラテス」ゴットフリートらマルティン理想社

四
曲

群

無知の知・愛知､対話。なぜ死を前に逃げなかったか

ｿﾌｨｽﾄの｢人は万物の尺度｣の尺膣葱翻らない､その尺度
が何であるか知らないことの自覚がある。

生きているかぎり、それが知りたくてたまらない（愛知）、ただい

きているのではなく。罰
●
．
．
．
＃
１

●

第一段階としてそのことを強調し、第二段階として対話の中から真

理をさがす(プラトンの対話鋪「リュシス」を部分的に使いながら、

友補について、それは何かと話しあう）ことを学び、第三段階で、 も

し、ソクラテスが脱減したとしたらという想定で、肯定できる根拠と

否定できる根拠を出しながら話しあう。

｡「知る」ことは人間の鐵的なものだとわからせる｡哲学は誰かえ

らい人がやることではなく、もっとも自分自身とかかわりのあること
● ． ‘

だとわからせる。この二つにとって－番いいのがソクラテスだと思う。

伽「ただ生きるのではなく、よく生きる」のが．ひとりひとりの人間

の問題なのだとわかる。 「知る」ことに興味をもつ。以上が全般にわ

たる受けとめ方だが、中には、哲学とは、ひねくれ者をうみ出す学問

だととらえた女子もいる。

[E]ふれるたびに、問題が、私個人とかかわぅてきて、につちもさつち
･w 〆 q ．

もゆかなくなるこわい存在です。
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本所高 勝田泰次

[A]①､何が真であり、真でないか､何を知らぬかを知ること－「無8● l

智の知」と批判の糖神とか吟味活動の根底にあること。②．①の根拠

に基く健全な知を求める節制が「対話」の糖神であること。③・朧」

の根拠である魂の知識問題としての追求。一「弁明」の中のダイモ

ニオン。④、打算的利己的に流れる現代の傾向に対して「ソクラテス

の死」を手がかりに、 「正義」とは何か。真の「勇気」とは何か。一

「知行一致」を考える。

[B] 『生活の世界歴史5，ポリスの市民生活』太田秀通河出番房新社
一ポリス市民の日常生活一般を知ることは、 ソクラテスの思想を学

ぶ動機づけとしても必要である。 『ソクラテスの死』山本光雄角川

新審、 『ゾクラテス』人と思想､中野幸次消水書院この二箸のい

ずれかをテキストとして選定し、問題点、疑問点を挙げて話しあう。

『考えるよろこび』江謹浮講談社上記[A]④の内容展開におけ

る、対比の傍用費料として引用する。－上院議員エドマンド。G・

ロスの話-J ・F・ケネディ「勇気の横顔」より一

囮〕人間は動物と違って理性をもつ存在であること、人間らしい生き方

とは理性をもつものらしく生きることであること。とくに、それはソ

クラテスの人格性における醗倫と実践との・ ロゴスとパトスとの類ま

れな統一に求められなくてはならない。

①〕 「ソクラテスの死｣に対する考え方が納得できない一己れが正義
と信ずる、その確信の絶対性が何によって保証せられるであろうかと

いう点。

囮〕 ｿｸﾗﾃｽ流にいえば§歴史的に真実であると確言しうるｿｸﾗﾃ
ｽについては、われわれはなにも知らないということだけを知ってい

る、ということになる。ソクラテスについて解説された、さまざまな

著作内容の把握ですらも浅学で一知半解を免れない。しかしもソクラ､
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テスの偉大な足跡をひたすら追求し続けて、たんなる知識でなく、あ

くまで知的誠実をつくすという態度をもって生きる、本来の自己自身
の在り方を自問自答していきたい。

府中工高 関根荒正

[A] ソクラテスの学習にあたって、力点は次の5点におきました。

。 （1） 「無知の知」一すべての知の出発点であり、生きる上での謙虚

‘ な態度であることを示すと共に、この中に絶対性を狸得出来る方向
があることを打ち出す。

（2） 「知行合一」－知恵と知識のちがいを例示しながら、実践と思

索の統一がいかに重要であるかを示す。

（3） 「ソクラテスの死」－ソクラテスが脱獄したり、剣をもって立

ち上ったりするのが客体的にみて正当でありながら、それをすてて

毒杯を飲んだ理由と態度に焦点をあてる。

佃。「ｿｸﾗﾃｽの弁明」－6:(講談社文嗣仮p↑ 7～↑8）
※「では、それらの事を何のためにわたしが言ったのかを考察し

たまえ……そして、其処でもまたかの人にも他の人にも嫌われ

ることになった」

Ｏ
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Ｉ

｢無知の知」の資料として

o「ソクラテスの弁明」－35(P67～68)

。「バイト・ン」－66(P249～251 )
ソクラテスの

死の鐸ﾄとし
て

｝

⑥意味については､ｿｸﾗﾃｽの考え方と､それと不可分の生きざま

に関係したものとの二つがあると思う。前者については、 2千年以上

も前に、物事を、 しかも生きる上での本質を追求する方法を現在より

も鋭く出していることを知らせること、後者については． とかく近代

－62－

／

I i
l '㎡ili



灘騨
．
．
Ⅱ
可
■
■
■
■

Ｉ》
一
》
》
咄
榊
ユ
ー
．
．
と
一
宅
叩
寺
一
一

的人間は知と生が分離し、それをあたりまえとする傾向があるが、思

索と実践を統一するという自己存在の当為性を知らせる‘こと、そうし

たことがソクラテスを生徒に教える視角だと考える”

①] o生徒に導入のためソクラテスについて何か知っているかという質

問を行ってみると、望外にも顔・名前・死に方について知うている者

が多く、 「鼻鞍ﾛの知」 「ソクラテスの死」についてよく聞いていたと

思う。

oレポートより生徒の感想を分析してみると、先ず、彼の死につい

て、確かに立派であるという意見が多いが、 自分（生徒）としては生

きて自己主張を最後まで通す方法を考えると答えたものが多い。考え

方については、 「無知の知」を説明させてみると、例は上げられるが、

生き方の問題としてとらえてくれたものは残念ながらわずかでした。

（私の力盆不足）

[E] [m新任として初めて倫社をもったものですが、古代ギリシャ思想

の学習を9時間かけてソクラテスに焦点をあててみたものの、通り相

場のように一般的なことに流れてしまった感じがしてならない。精進

不足であり、諸先生方の餌職示をこいたいと願っております。

ゾ4 ，． 6

葛飾野高 吉沢正晶

[A]無知の知、魂の世話、問答法の三点に力点をおく。ソクラテスの死

の問題は軽々に取り扱うと誤解を招きやすい。問題として残し、継続

的に考えさせるようにした方がよい。

⑧『ソクラテスの弁明』岩波文庫本P20f(六）、 P35f(十

七）、 P41 f(十九）、 P53f(二十九）、 （三十）、 （ヨニ)、

（三十三）等を[A]の各項に応ずる部分としての文献資料とする。

その他『クリトン』から。

p] ソクラテス嘩何を求めたかということ、そこに人生の基本的問題が

巾

’
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示唆されている点を学ばせたい。 「単に生きることではなく、善く生

きること」という点。魂のはたらきをすぐれさせることという辺りに

気づかせ、 「徳」に関心をもたせるようにしたい。

u生徒の小齢の一例(部分） ｢つまりｿｸﾗﾃﾆ‘まことばというもの
を大切にしたということです。だから『問答法』ということばのキヤ

． ′ツチポールのような形態をとったのだと思う。そして多くの自分では

知者だと思っているような人が本当はそうではないと知った時、はっ

きり真実を伝えたかったのだろう。そういう点から考えられるのは、

ソクラテスは偽りが嫌いで、常に真実を求めていたのだろう。…ソク

ラテスが死から逃げなかったのは、やはり『神霊の声』を信じていた

からだろうということと、 『不死の魂』ということだと思います。そ

…:してまだはっきりわかったわけではありませんが、一つ一つ納得のい

く点がでてきました。」 ；

側,.m) 「子は怪力乱神を語らず」といわれ、 「いまだよく人に鑿ふる
能はず､篇ぞ蒐に事へん｡…いまだ生を知らず､焉ぞ死を知らん｡」
「鬼神を敬して.これを遠ざく、知といふぺし。 」 ．｢人を愛す。…人を

知る。」という孔子が合理主義的で、また知と情との総合的人格力認

われるところに比して、ソクラテスの主知的なと･ころとまた神秘生、

宗教性が思われる。 「われ知あらんや、無知なり。」 「知るを知ると

なし、知らざるを知らずとなす。これ知なり。」に孔子の『無知の知』

がうかがえる。など、孔子とソクラテスの比較研究に発明するところ

があり得る。
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府中高 永上璋朗

m] ・ソクラテスの実存。祖国アテナイの危急存亡にあたり、眠れる市

民に対して真に生きるとは何かを説き、自らも極力に屈することなく

崇高な真理に生きた旺盛な哲学的糖神を学びとらせる。
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１、人間のヒュフ･リス。 側無知の知圃を通して人間や自己の傲慢さに

気づかせ、 （理性の狡智）人間が自らの力を過信して溺れることのな

いように、おのれに忠実に生きることの大切さを考えてみたい。

、ソクラテスの死。ソクラテスにとって死は何を意味するかについ

てふれる。古代人の死生観の一端にふれ、クリ トンとの対話を通じて

考えさせ、Nomos(D.ゴス）の内面化、絶対化、神聖化こそが至上

命題であること。

⑩〕 （1） 『弁明』を思想または人生の番との最初の出会いとすることに

より、以後の展開における補足引用にも役立つ。

（2）古典成立の背景をしらべることにより、世界史などに関連づけ

られる。

（3） ソクラテス的対話を吟味することによ・り、論理的な考え方や、

教育の方法や原理を知る。

（4）具体的な現実認識や実践と理想主義的なものとのからまり具合

をまとめ、世界観への開示に役立つ。 （プラトンとアリストテレ

スなど）

…(5)大衆にこびることなく真理に生きたソクラテス的勇気を考えさ
‘ f 4 』

せたい。

[m<ソクラテスから何を学ぶか＞

ソクラテスはま.ず自分に対していちばんきびしかったからこそ他人

に対しても自分の意見が堂々と言えたと思う。今の私たちは自分に負

けています。自分に対してきびしくあるということは、いつも自分の

真実を極限まで追求するということで妥協はゆるされません。ソクラ

テスは大衆の目を気にしません。これは現在の私達にはなかなかでき

ません。いつもなんとなく多数にまけて自分では何も考えない人間が

多い。現在の三無主義的な社会では、それがあたりまえのことになっ

ているが、それではいけないのです。いつも前向きの姿勢で物事にと．
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りく詮、正しいこと、正しくないことをはっきりと見分けられる目を
持ち、それを自分の意見として発表できなければいけないと思うので
す。 ．．…． （2女）

志付高 木村正雄

[A]無知の知、問答法、福徳知の一致、国家と個人のあり方
⑧録音教材、NHK「人間とは何か」の「ソクラテスの弁明」抜革、
デルフオイの神託、知行合一「ゴルギアス」、個人と国家Eクリトン」
⑥知への愛、学問への謙虚さ、福徳知の一致の意味･個人と国家との
関係を考えさせる。

”「無知の知」に関心をもち、謙虚さが目立った。
「福徳知の一致」は理解するが、賛成しかねる者が多い。
死刑になるよりも、 もっとたたかうべきではなかったか。賛成する生
徒は少ない。

伽観念論だといってしまえばそれまでであるが、思考方法など参考に
すべき点が多い。

帥時代的な側面と普遍的な側面をわけてとらえるべきではないか。

1

貼
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貼
貼
■
ｑ
鈩
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砧
１
１
・
・
鄙
．
鄙
・
・
・
・
１
４
・
・
・
砧
ロ
■
Ⅱ
日
Ⅱ

駒場高 細谷 斉

[A] 自然哲学者からソフイストを経てソクラテス．プラトンヘと続いて、 ・

行く古代ギリシャの哲学思想の展開の中で、フイロソフイア（愛知）
の精神がいかに自覚され高められていったのかを、ソクラテスを中心

に理解させる。すなわち、人間の有隅生の自覚に立ち、無印の知の立

場から真知を愛求し、そのために生命をかけたソクラテスの思想と行

動をラジカルにとらえさせ、倫理や道徳の立脚点を考えさせたいと思
っている。

⑥ソクラテスの学習においては、特別に「弁明」を全員に持たせるよ

－66－

鞠::世 一一とﾛ呂一出■一二■－－■一＝＝＝ 一■一■.唾L一一■ ■－■．：．: 呂一 一．一一一％＝-. . . .. . .-. ．一一 ■． .ユ . ..＝■ 一■一一



瀞
職:．:．:::．::.:::．.･･･::：

I ↓

|,I
うにしている。これは参考資料ではなくテキストそのものとして使う。

「弁明」以外では､･ソクラテスの人と思想を知る参考番として、田中

美印太郎「ソクラテス」 （岩波新雷.)、村井実「ソクラテス」（牧霧

店）、 ロロロ叢書「ソクラテス」(理想社)･のうちいずれか一冊を読

むように勧めている。 「弁明」の英訳を合おせて読むのも勉強になる

と思うので紹介している。ペンギン叢書の「THE LAST DA-

YS OF SOCRATES」や、エヴリイマンズ・ライプラリィ

ーの「THE TRIAL AND DEATHOF SOORA-

TES」など手に入り易い。後者の方がよい。研究社から「ソクラテ

ス」という小さなテキストも出ている。

ロソクラテスに限らず、思想の源流に登場する先哲逢とそ、人類の思

想・文化の根幹を作りあげた人々といえる。時代は古く遠いし.、その

思想も現代的感覚からはすべてわかり易いものではないが､私は倫理

社会のような授業の中心は彼等に置かれなければならぬと思っている。

佃私のこれまでの乏しい経験から言うならば、生徒の大多数にとって

は、ソクラテスに限らず先哲と呼ばれる人々は縁の遠い人々と映るよ

うである。それでも、仏陀やイエスのような宗教家のイメージがない

ので、この点親しみ易さを感ずる者もある。とにかく、古い先哲を今

日の高校生の精神の糧となるように指導することは難事である。

伽ソクラテスの「愛知の精神」に心ひかれている。

画毎年「弁明」を扱っているが、指導内容や方法についてはますます

、 むずかしさを感じている。

二
一
一

W

葛飾商 浅香育弘

ソクラテスの「無知の知」（愛知・問答法）とは？

ソクラテスの幸福観（知徳合一、知行合一、福徳一致）とは？
⑤ ｡ ● O

彼の死（生き方）について、 ソクラテスについてどう思うか？

－67－
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市ケ谷商高葦名次夫
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[B・E。Fについて〕一「ソクラテスを教える」よりも、ソクラテス

に「生きている精神」．ソクラテスたらしめている「根源的事実とし
ふ
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ての経験と感覚（森有正）」を、少しでも生徒が感得してくれればと
願う。故に、必ずしも、弁明等の原典資料や、哲学的概念を用いずと
も、よいのではないか。いや、むしろ、以上の「糖神」を、実感体得
せしめ、考えさせてゆく適切で豊富ないきいきとした具体例・比蔵を、
身近かな日常生活の中から集大成､糖適して鍵展開をしてゆくこと
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開発と集大成が私の課題であり、それが生かされたいきいきした授業

が私の願いである。

鷺宮高 佐々木誠明

閲ソクラテスを学習させる場合のポイント

ソクラテスは「愛知者」として哲学思想の源流に位置する人物であ

る。したがって、かれの思想はすべて大事にとり扱われなくてはなら

ない。だが、あえて重点をおく部分を拾いだせといわれるならば､｢よ

く生きる」とはどういうことなのかを生徒各自に考えさせる点にある

と答えたいと思う。

いうまでもなく、 「よく生きる」ということを真剣に考えるために

は、現在の自己、すなわち「ただ生きている」のみの目己に対する痛

切な自覚と反省が必要となる。 「ただ生きる」とはどんな状態なのか、

そしてこれに対して、 「よく生きる」とはどのような態度をさすのか“

私はそれを「ソクラテスの弁明」、 「クリトン」の引用を通して生徒

とともに考えていくことが重要であると考える。

[B]引用する参考資料

じっさいには、 「無知の知」を開示された神託の箇所なども真先に

引用し、 「立派で善いこと」とは何を意味するのかなど設問をまじえ

て展開するわけであるが、苧ま割愛する。

そこで[A]に即して一つあげておく。角川版「弁明」の75頁7

行目～76頁16行目の有名な部分を引用して、 ソクラテスがここで

金銭・評判，栄誉・身体などのことと、英知．真理．魂のこととを区

別している意味について深く考えさせる。他はここでは省略する。

ロソクラテス学習の意義

現代社会には多様な価値観が渦まいている。一つの価値観の絶対化

はたしかに危険であり、また誤まりでもあろう。だが、価値観の相対
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は社会に多大な混乱を招来しているのも事実である。ここで考えられ

ることは、そのような多様の価値観にもかかわらず、いな、そうであ

るからこそかえって、それらをおおって基底ともなるべき一つの共通

した人間のありようともいえる普遍的な真理が必要なのではないかと

いうことである。必要というより､．むしろそれは必然に存在するはず

であるというべきであろう。

ソクラテスが求めたものはじつにこの真理だった。しかし、彼は必

ずしもそれを明確には示さなかった。各人が自ら産みの苦しみを経な

がら求めるべきものと考えたからであろう。そこに重要な示唆がある

と私は思う。私は、生徒各自が未来にわたってそれを追求していく道
、Bﾐ ｬ

程に人生の筋道がよこたわるものと考えたいのである”紀鈴は早急に

求むくきものではないのだ。

[I)]生徒の反応

「、たんに生きることではなく、よく生きることが大切だ!!といっ

たソクラテスに対して、私を含めてほとんどの人がこう感じるのでは

ないかと思う。現に私は、毎日毎日の単調な生活を脱皮し、よりよく

生きたいと思っているのである。それでは「よりよく生きる」という

のはどういうことなのか｡………

現在の世の中でいうと金銭や名誉をなによりも求めている。きっと

誰でﾑそうである｡そしてまた､いくらそれがあってもそれだけで真

の幸福がつかめないということも知っている。それが何かのはずみで、

一時的快楽などによって精進を忘れてしまう。また、 自分の年来の希

望・理想も、ある一つの失敗により簡単に妥協してしまう。失敗して

そのままズルズル堕落していった人は世の中がまっ暗になり、 自分自

身にもいや気がさし、ついには悪の世界にも入りかねなくなってしま

う。やはり、たんに生きるだけではダメなのである。自分を自覚し、

反省し、しっかりとよりよく生きなければならないのだ｡…………」
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（2年6組石川由美子）

この生徒作文にもみられるように、 ソクラテスから自己への反省の

必要を学びとった生徒でも、 「よく生きる」という意味を、ただ単に

「よりよく生きること」というふうにとらえている。これでは、普遍

的な人間の生き方の探究というソクラテスの真意に反している。私の

教え方が拙いことを改めて反省させられながら、授業のむずかしさを

しみじみ感じている。

〔町ソクラテスについての私の考え

私は、若い時、法廷でのソクラテスの勇気に感動したことをありあ

りと思いだすことができる。彼がひたすらに真理を求め続け、それを

青年にも鼓次した生涯に私は感銘をうけ、私の青年時代を多少なりと

もそれにあやかつて過そうとしたのであった。

私はいま、ソクラテスが普遍的な人間の生き方を求めるために、魂

への配慮を重要視したことを素直にうけ従うものである。ただここで、

魂をすぐ．れたものにするには、具体的にどうすればいいのかという手

だてになると､やはり私には疑坤§残るのである｡外的な事物に惑わ

・されることなく､、糖神を立派ですく・れたものにする、まことに重要な

ことだと思う・だが、己れの理性の限界内で、はたしてそれは可能な

のだろうか。私は、人間の心奥深く住むデモーニッシュな力に辞易せ

ざるをえないのだ。むしろ、人間に共通していえることは、 「弱い」

ということではなかろうか。たじかに、世の中には強さを自認する人

がいる。だが、そこに人間「弱さ」があるといえないか。

もう一つ留意すべき点がある。それはソクラテスが匡陸に従って刑

死したことについて、これを直ちに国法遵守の教育に用いてはならな

いということである。たとえば、先日の公労協のスト擢ストの場合、

中曾根自民党幹事長はソクラテスを引きあいにだして、 「悪法も法な

り」ということばを引用して遵法の重要性を説いている。私はこれは

－72－
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まちがっていると思う。せっかく倫理・社会でソクラテスに学ぶべき

ものを考えさせようとしても、世の風潮がそれを妨げていく。私はこ

こでスト権について意見をいおうとしているのではない。そうではな

く、法の尊重というきわめて今日的な課題に即して、 ソクラテスを誤

用してもらっては困ると言いたいのである。

なるほど今日の社会は法治主義によってその秩序を維持しており、

法は-殻に正義の表現であると考えられている。正義の理念そのもの

は抽象的であるけれども、その具体的内容は時代的制約の中で、その

時の法律に具現されているものといえよ．う･法なくしては破壊と混乱

あるのみであるから、遵法は国民の義務として尊蕊鳶れるべきである。

しかし、さらに考慮してみると、具体的な法ははたして正義の表現で

あるといつもいえるのであろうか。衆知のように､今日法律は、国会

における多数党の力でつくられる場合が少なくはない。しかも、党利

党略の立場から法律調ま提出され、少紋党の反対意見は強引に無視さ

れることが、いかにしばしばあることか。そうして制定された法律が、

特定層の利益に奉仕するものであり、大衆に犠牲を強いるものである

時、遵法の美徳の強認ま結果的に何に利するものであるか、いわずし

て明白であろう。 「悪法も法である」ということばがたしかにあるが、

よくよく吟味してみなければなるまい。少な．くともこれをソクラテス

に結びつけることはしたくないものである。

あえて私がこのことを番き添えた所以はなにか。かっての日の生徒

がいちようにソ.クラテスを断固拒否していたことがある。そのj副詞を

調べてみると、なんのことばない、世界史の授業で、ソクラ読琢は「

悪法も法なり」と宣言して死んだ哲学者であると教えられていたのだ。

ソクラテスがこのように述べたというたしかな証拠もないのに、一面

的にこう教えられ、それ以外のソクラテスの真意はかすみのようにぼ

んやりとしか生徒には伝わっていないのだ。
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